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同
学
会
・教
養
選
挙
は
六
月

五
月
に
入
り
、
各
学
部と
も
、
新
三回
生
を
迎
え
て
、
四
十
一年
展前
半
期
の
自
治
委
員
改
越
が
始
ま
っ

た
。
各
掌
鄙
の
選
挙
の進
み
員
合
は
一様
で
な
く
、
経
済
掌
部
の
決
是
が五
月
に
ト
ソ
プ
を
切
り
、
医
学
部

ま
た
は
、
工
学
部
が
決ま
る
のは
七
月
初
め
頃
に
な
る
模
様
で
あ
る
。

昭
和
四
十
一年
度
前
期
の
各
学部
自
治へ

委
員
選
挙
が
、
去
る
四
月
の下
旬
か
る

各
学
部
別
に
行
な
わ
れ
て
いる
が
、
全

学
部
の
自
治
委
員
の
決
定す
る
のは
、

例
年
よ
り
少
し
お
く
れ
て
七月
始
め
に

な
る
模
様
で
あ
る
。
こ
の
学部
自
治
委

選
挙
と
六
月
に
行
な
わ
れる
同
学
会
代

議
員
選
挙
、
教
養
正
副
委
員
長選
挙
、

教
嚢
自
活
委
員
選
挙
が
終
了
す
れ
ば

今
年
度
前
期
の
同
学
会
代
議
員会
が
開

催
さ
れ
前
期
の
基
本
方
針
が
決定
さ
れ

る
こ
と
に
な
って
い
る
。

冷
回
の
選
挙
は
、
昨
年
前
期
、後
期

と
続
け
て
統
[派
に
同
学会
の
ヘゲ

モ
ニ
ーを
取
ら
れ
て
い
た
旧
主流
派

が学
園
闘
争
を
主
ス
ロ
ー
ガ
ン
とし

て、と
れほ
ど
の
勢
力
バ
ン
回を
は

か
るか
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が、
現

在
ま
で
の選
挙
状
況
で
は
、文
学
部

・
医学
部
・教
育
学
部
な
ど
の
以前

か
ら
の旧
主
流
派
の
牙
城
はも
ち
ろ

ん
肉
統
一派
が
執
行
部
で
あう
た経

済
学
部
や
工
学
部
で
も
、
か
なり
の

し
伸
張
を
み
せ
て
お
り
、
全
体
とし
て

勤
常
な
接
戦
を
展
開
し
て
い
る
模様

で
あ
る
。

姓縫灘
講
雛

一流
が優
勢
で、
五
月
中
に
は
全
員
決
定

す
るも
のと
思
わ
れ
る
。
教
育
学
部
で

も
旧
主流
派
が
優
勢
で
、
こ
こ
で
も
五

月
中
に決
定
す
る
。
医
学
部
で
は
ま
だ

選
挙
へ
の取
り
組
み
が
逓
れ
て
お
り
、

全
員
が決
定
す
る
の
は
六
月
末
か
七
月

に
か
けて
と
み
ら
れ
て
い
る
。
が
こ
こ

も
旧
主流
流
優
勢
は
か
わ
ら
な
い
よ
で

あ
る
。法
学
部
、
理
学
部
、
薬
学
部
は

も
う
かな
り
の進
展
を
み
せ
て
お
り
、

統
[流
有
利
のう
ち
に
五
月
朱
に
も
大

勢
が決
定
す
る
。

経
済
学
部
は
接
戦

全
学
部
決
定
は
七
月
初
め

次
に
経
済
学
部
は
、
五
月
六
日ま
で

に
選
挙
を
終
わ
り
、
五
月
七
日
に第

一回
の
自
治
委
員
会
を
開
催す
る
予

定
で
あ
った
が
、
ま
だ
二
、
三
のク

ラ
ス
で
自
治
委
員
選
挙
が
終
っ
てな

い
の
で
、
自
治
委
員
会
を
十
四
日
に

延
期
し
た
。
今
ま
で
の
模
様
では
、

主
流
派
・統
一派
と
も
、
約
五
〇人

の自
治
委
員
の
う
ち
二
十
二
人ず
つ

確
保
し
た
模
様
で
、
あ
と
十
た
らず

の議
席
を
激
し
く
あ
ら
そ
っ
て
いる

よ
う
す
で
あ
る
。
工
学
部
で
は
四十

三グ
ラ
ス
の
う
ち
二
十
ク
ラ
ス
ほ
ど

が
選
挙
を
終
っ
て
い
る
が
、
こ
こも

今
ま
で
は
非
常
な
接
線
で
ある
。あ

と
の
半
分
の
ク
ラ
ス
の
選
挙
が
終了

す
る
の
は
六
月
末
か
、
七月
始
めと

み
ら
れ
て
い
る
。
農
学
部
で
は
、
ま

だ
選
李
体
制
に
入
って
い
な
い
模
様

で
あ
る
。
こ
れ
は
立
候
補
者
の
不
足

が
原
因
で
あ
る
が
、
農
学
部
自
治
会

去
る
四
月
二
十
九
日
、
熊
野
寮
(柴
田
重

徳委
員
長
」2
)
吉
田
療
(斉
藤
郁
夫
委
員

長櫨
4)
で
は
、
在
学
生
二
百
余
人
の
入
寮

選
考を
行
な
った
。
吉
田
、
熊
野
両
方
か
ら

選
出さ
れ
た
選
考
委
員
会
が
、
こ
の
選
考
の

任
に当
った
が
、
今
回
の
在
学
生
募
集
は
、

時
間
的に
在
掌
生
の
間
に
徹
砥
し
て
い
な
か

っ
た
。最
低
線
で
、
各
回
生
と
の
蓄
し
い
格
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と
ころ
が
、

段
階
で、
某
選
考
委
員
が
、
個
人
的
に
書
類

修
正
を
し
た
り
、
そ
の
た
め
故
慧
に
、
関
係

書
類
の
一部
を
紛
失
し
た
り
す
る
畷
件
が
明

ら
か
にな
った
。
こ
の
た
め
、
一部
の
選
考

委
員
は
、
不
正
選
考
で
あ
る
と
し
て
、
再
選

考を
要
求
し
た
が
、
全
体
討
議
の
上
で
、
再

選
考は
不
可
能
で
あ
る
と
し
、
三
十
日
の
発

表
に踏
み
切
った
。
監
察
委
員
、
他
選
考
委

=

差
を
な
く
し
、
ま
だ
下
宿
生

の中
で
、
苦
し
い
生
活
を
し

て
い
る
学
生
の
た
め
に

募
集
人
員
百
三
十
人

を
飴
可
者
百
十
数
人
余

で
切
り
、
再
募
集
を
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
三

十
日
入
蟹
許
可
者
を
発
表し

た
。

二
十
九
日
夜
の
最
終
決
定
の

員
の
話
で
は
、
某
委
員
の修
正
の件
は
、
偶

人
的
な
知
人
関
係
で
あ
る
こ
とと
、
書
類
蓄

査
上
の
ミ
ス
が
絡
ん
で
い
る
ため
、
事
情
が

複
雑
と
な
った
も
の
ら
し
い
。

し
か
し
、
今
回
の
在学
生募
集
、
選
考
は

単
に
そ
れ
だ
け
の
理
由
で騒
がれ
て
い
る
の

で
は
な
い
よ
う
だ
。
A
選
考
委員
は
「今
回

の
選
考
は
、
あ
る
政
治
的
分派
の閉
め
出
し

を
意
図
し
て
い
る
傾
向
があ
る
噂
修
正
事
件

は
そ
の
一角
に
す
ぎ
な
い
。」
と
主
張
し
て

考箋入寮選

複
雑
な
問
題
を
は
ら
む
寮

ー

つ
ま
り
、
現狂
、
熊
野
景
執
行
委
員

.会
は
、
現
同学
会
主
流
で
あ
る
民
轡
統
一派

系
の
学
生
と恵
想
的
に異
る
潮
流
が
多
数
を

占
め
て
い
る
た
め、
民
青
系
の学
生
が
在
学

生
募
集
で
大
猛
に
入窟
した
場
合
、
政
治
的

に
不
利
で
あ
る
とし
て、
意
図
的
に
民
青
系

学
生
の
面
接
点
を
悪
くし
、
醤
類
操
作
を
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
S委
員
は
、
「四
十
人
程

の
民
胃
系
学
生諸
君
が応
募
し
た
が
、
書
類

審
査
では
、
全
選
考
委員
が
確
認
し
て
い
る

の
で、
問
題
は
な
い
。
集
計
、
ラ
ン
ク
付
、

よ
る
激
し
い
争
い
が
み
ら
れ
る
。
現
代
の社

判
断
に
つ
いて
は
、
全
体
会
議
で
討
議
し
合

会
橋
勢
が
教
育
、
特
に
太
学
再
編
成
の政
府

っ
た
上
で確
認
さ
れ
て
お
り
、
個
人
的
、
部

文
部
省
に
よ
る
強
権
的
再
編
成
の
中
にあ
り

屋
制
の
特殊
判
断
は
多
数
部
屋
制
に
し
て
チ

特
に
寮
自
治
、
大
学
の
自
治
に
敏感
な
反
応

エ
ソ
クす
る
よ
う
に
な
って
い
る
。
某
君
の

を
示
す
学
生
運
勤
は
、
こ
の
椎
刀
に
よる
再

書
類修
正
の件
に
関
し
て
は
、
監
察
委
の
方

編
を
中
心
に
、
安
保
以
後
の四
分五
裂
を
止

で
調
査
し
て
いる
の
で
選
考
と
は
別
問
題
で

揚
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
み
せ
てお
り
、
そ

あ
る
。入
寮
許
可
者
発
表
に
つ
い
て
は
、
時

ご
に
政
治
潮
流
の
分
派
抗
争
と
ヘゲ
モ
ニ
ー

間
的な
制
約
も
あ
り
、
徹
夜
の
討
論
で
明
確

留
が
ど
う
し
て
も
露
骨
に
な
っ
てく
る
と
こ

にな
った
線
上
で
発
表
す
る
案
が
選
考
委
員

う
に
原
因
が
あ
る
よ
う
だ
。
あ
る潮
流
にと

っ
て
は
「全
学連
」
「全寮
連
」
方

針
に
よ
る
民
主
化
と組
織
拡
大
で
あ

り
、
あ
る
醐
流
に
と
っ
ては
教
育
闘

運
動
の
主
導
権
を
め
ぐ
り

畷

爺
撫

壁

会
で
採
決
さ
れ
た
も
の
で
、
全
体
に
つ
い
て

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ馬
自
巳権
力
の
確
文
を
め

は
何
も
、
お
か
レ
な
所
は
な
い
と
思
う
。選

ざ
し
て
い
る
た
め
、学
生戦
線
の
統
一の
間

考
基
準
に
不
充
分
な
点
が
あ
れ
は
、
今
後更

題
と
共
に
、
寮
自治
、
学
館
自
主
管
理
の
間

に
選
考
万
法
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
が
い
い

題
は
、
文
教
政策
のシ
ワ
寄
せ
と
、
学
生
内

ので
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
べ
ん
も
同じ
方

部
の
権
力閻
題
を
含め
て複
雑
酒
間
題
を
出

法
で
や
って
き
た
の
だ
か
ら
。
」
と
言
っ
て

し
て
く
る
の
で
は惣
か
ろ
う
か
。
し
か
し
学

いる
。

生
内
部
の
問
題
が、
学
祭
管
理
の
糎
力
介
入

果
し
て
、
ど
ち
ら
の
言
い
分
が
正
し
い
か

を
招
く
こ
と
は
容
易
に考
え
ら
れ
る
こ
と
で

は
別
と
し
て
最
近
、
寮

学
生
会
館
(学
徒

あ
り
、一般
学
生
の
間
で
、間
題
点
が
明
ら
か

援
護
会
管
轄
の
)
の
入
寮
選
考
、
委
員
畏
選

に
さ
れ
る
こ
と
が、
この
問
題
を
掌
生
自
身

挙
を
め
ぐ
って
、
学
生
還
動
の
思
想
分
派
に

の
手
で
克
服
し
てゆ
く
道
であ
ろ
う

(M
)

内
部
の
情
勢も
全
く
混
沌
と
し
て
お

り
、ま
だ
は
っき
り
し
た
線
は
で
て

い
な
い
。

こ
のよ
う
に
、
学
部
自
治
委
員
選
挙

は
日
主流
派
と
、
統
一派
と
の
間
で
激

し
い選
挙
合
戦
を
展
開
し
て
い
る
が
六

旧

月
に
予
定
さ
れる
教
養
の選
挙
、
全
学

区
同
学
会
代
議貴
選挙
と
と
も
に
、
今

年
度
前
期
の
京大
学
生
運
動
の
基
本
方

針
を
決
定
す
るも
のと
し
て
そ
の
結
果

が
大
い
に
注
囲さ
れ
て
い
る
。

入
試
制
度
委
員
決
ま
る

さ
き
の
入
試
制
度
委
員
会
設
置
の決

定
に
基
ず
き
新
た
に
「京
大
入
試
制

摩萎
員
会
委
員
」
が
決
定
さ
れた
。

委
員
は
各
与
部
か
ら
二
名
つ
つ
、
合

計
二
十
名
で
委
員
は
次
の
と
う
り
で
あ

る
。

文
学
郡

園
原
太
郎

菅

教

育

篠
原
陽
二

倉
石

法
学
部
於
保不
二男

平
場

精 泰一 男

経

済

理
学
部

安
治
一医
学
部

山
本
安
次
郎
大
野
英
二

小
堀

憲

芦
田
譲
治

岡
本

道
雄
村
上

仁
薬
学
部

上
尾庄
次
郎

掛
見
喜
一郎

工
学
部

桜
田

一郎

米
谷

栄
二

農
学
邪

長
谷
川
浩

塚
本
洋
太
郎

教
養
部

山
下

孝
介

柴
田

実

な
お
、
第
一回
の
委
員
会は
十
七
日

ご
ろ
開
か
れ
る
も
の
と
思
われ
る
。

同
学
会
・
生
協
・
体
育
会
な
ど

加
入
率
昨
年
と
変
わ
ら
ず

新
年
度
の
開
始
と
とも
に各
種
団
体

か
ら
新
入
生
へ
の
勧
誘
が
行
な
わ
れ

た
。
四
月
三
十
日
現在
で、
新
入
生
の

主
な
団
体
への
加
入
状
況
に
つ
いて
み

る
と
入
学
者
二
四
〇
二
人
中、
生
協
へ

は
二
三〇
七
人
で
加
入率
九
六
・五

%
、
体
育
会
へ
は
二
一五
七
人
で
八

第
二
十
回
河
上
祭

テ
ー
マ

「す
ば
ら
し
い
明
日
の
た
め
に
」

講
演
-
武
谷
三
男
、
岡
倉
古
志
郎
な
ど

ナ
ム
闘
彙
を
中
心
と
し
て
)
岡
倉
古
志

郎
、
武
谷
三
男
(演
題
未
定
)
、
「現

代
膏
年
の
藤
題
」
林
田
茂
雄
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
於
知
恩
寺
-
武
谷
三
男
、
林
田

茂
雄
。

六
月
五
日
学
内
ゼ
ミ
(同
学
会
協
賛
)

午
前
十
時
～
午
後
四
時
。
講
演
〈
法
経

第
一教
室
〉
「大
学
問
題
に
つ
い
て
」

分
科
会
〈講
読
室
〉
「産
学
協
同
」「大

学
設
置
規
準
」
。

の
結
果
、
総
定
数
は
従
米
の
案
で
出
さ

れ
て
い
た
五
百
二
十
人
か
ら
四
百
八
十

八
人
(他
に
沖
縄
に
五
渤
在
議
席
を
認

め
る
)
と
す
る
こ
と
に
意
見
が
一致
し

た。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
案
よ
り
総
定

数
が大
幅
に
滅
ら
さ
れ
る
案
に
落
ち
着

いた
の
は
、
総
定
数
が
増
え
た
場
A只

大都
府
県
に
議
席
が
偏
重
す
る
こ
と
を

恐
れ
たた
め
で
、
結
局
、
現
行
定
数
四

百
八
十
六
人
を
二
議
席
(こ
の
増
加
分

は
神
奈
川
県
に
配
分
)
増
や
す
だ
け
に

と
どめ
る
こ
と
に
な
った
も
で
あ
る
.

ま
た
こ
のほ
か
、
小
選
挙
区
と
比
例
代

表
の比
重
に
つ
いて
も
論
議
が
な
さ
れ

た
た
が、
こ
の比
率
に
対
し
て
は
機
械

的
な
配
分を
行
った
り
は
せ
ず
、
小
選

挙
区
制
に
っ
い
ても
①
総
定
数
は
小
選

挙
区
比
例
代表
の場
合
と
同
数
②
選
挙

区
は
す
べ
て
一人
一区制
と
す
る
こ
と

な
ど
が
決
め
られ
た。

春

期

各

学

会

日
時

五
月
二十
七
日

午
後
【時
か

ら

会
場

大
阪中
央
電
機
ク
ラ
ブ

主
催

電
気
学
会、
日
本
電
機
工
粟
会

「第
一回
生
物化
学
工
学
講
浜
討

論
会
]

日
時

主 会催 場

五
星
≠
四
日

午
後
一時
か

ら大
阪
科掌
技
術
セ
ン
タ
ー

化
学
工学
協
会
関
西
支
部

九
・八
%
、
健
康
保
険
組
合
へは
二
〇

八
四
人
で
八
六
・八
%
、
同
学
会に
つ

い
て
は
詳
細
は
不
明
だ
が
八
〇
%程
度

が
加
入
し
た
程
度
で
あ
る
。
夏
年と
比

べ
る
と
生
協
加
入
準
が
五
%
程伸
びた

以
外
平
年
と
あ
ま
り
変
っ
て
いな
い.

記
念
事
粟
年
史
編
暴
進
む

園墾

雛

難
墾

三鷲

時調蒙
聾
舗

ず
現
代
的
に
生
か
し
て
い
く
一環
とし

第
ニ
ホ
ー
ル
。
記
念
講
濱
蜷川
虎
三氏

て始
め
ら
れ
た
河
上
祭
は
、
今
回
で二

「河
上
精
神
と
そ
の
現
代
的意
義
」
。

十
回
を
む
か
え
る
。
第
二
十
回
河上
祭

-

繋
騰
簾
騰

総
定
数
四

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
種
々
の
ス
ロ
ーガ

ン、
「小
肇

区
制
反
対
」
「京
都
大

小

選

挙

区

制

字創
立
七
十
周
年
記
念
事
築
反
対」
を

かか
げ
て次
の
よ
う
な
日
程
を
決定
し

現
行
選
挙
区
制
度
改
定
を
検討
中
の

た。

第
四
次
選
挙
制
度
番
罎
会
(高
橋
雄
材

噌一層

一=

一昌

一

演
劇
「河
上
肇
」
(京
芸
・人
間座
)

六
月
四
日
講
澱
会
午
後
十
二
時
三十

分
5
五
時
、
於
法
経
第
一教
室
「民
族

解
放
闘
争
の
世
界
史
的
意
義
」
(ベト

八
八
人
に

審
議
会
で
調
整

会
長
)
は
五
月
六
日
、
調
整
委
員
会
第

二
十
回
会
合
を
開
き
、
小
選
挙
区
制
法

案
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
制
案
に
っ
い

て最
終
的
調
整
作
業
を
行
な
った
。
こ

"㎜脚

冒一冒
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ロ凸

若
葉
の
美
し
い
候
とな
った
。
学
年
始
の
ざ

--

わ
め
き
も
漸
く
蓬
電
きを
見
せ
て
来
た
今
日
こ

㎜

の
ご
ろ
で
あ
る
。
現代
は
随
分
と
騒
し
い
、
と

鱒

言
って
現
代
を
逃げ
出
す
こ
と
も
出
来
な
い

糊

し
、
そ
う
す
べき
でも
な
か
ろ
う
。
人
間
と
し

て
生
れ
た
から
は
、
人
聞
世
界
の
約
束
事
の
中

職

で
ど
う
生
き
てゆ
く
か
、
膏
葉
の
光
の
中
に
疲

脇

発

薯

簿

毒

・く
り
責

て
欲
し
い
と

京

都

礼

讃

思
う
。

多
過
ぎ
る
ほど
の羅

に
囲
ま
れ
て
い
る

浅

井

健

次

廊

㎜

と
、
い
ち
いち
頭
で考
λて
か
ら
行
動
す
る
よ

点
、
京
都
は
有
難
い
所
だ
と
思
う
。

り
、
反
射
的
に神
経
だ
け
に
支
配
さ
れ
て
反
応

二
十
年
前
京
都
に
来
た
煩
から
見る
と、
観

す
る
よ
う
にな
って
し
ま
う
。
大
欄
不
在
。
自
・光
寄
市
の
故
で
随
分
混
ん
で
来
た
が
、ま
だ
ま

"

分
自
身
が
そん
な
生
活
を
送
って
来
て
、
そ
の

だ
ア
ナ
場
は
沢
山
あ
る
。東
山沿
いに
丘
陵
地

問
に
随
分
頭
の肌
理
(き
め
)
の
粗
く
な
っ
た

帯
の
潅
木
の
中
を
出
紹
白に
歩
き
回
る
の
も
楽

こ
と
を
感
ぜず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
し
か
し
そ

し
い
し
、
法
然
院
の
あ
査

の
苔が
、
.西
芳
寺

ん
な
私
でも
幾
ら
か
救
わ
れ
る
の
は
京
都
に
居

の
そ
れ
よ
り
美
し
い
と
見
る
こ
とも
あ
る
。
去

る
から
か
と
も
思
う
。
大
学
の
屋
上が
ら
東
山

年
の
三
月
、葉
京
か
ら
来
た
友
達
と
二人
、
偶

の
緑
を見
て
い
る
と
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
心
が
和
ん

然
拾
った
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手に
教
え
ら
れ

髄

で来
る
。
叡
山
も
荒
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

て
、
西
加
茂
の
正
伝
寺
に
入
っ
たら
、
傷
ん
だ

雨も
よ
い
の日
う
っす
ら
と
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
ぶ

土
塀
の
上
に
遅
咲
き
の
梅
が
一枝

霞
ん
だ
叡

d82。呂呂=雪

…

=零
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りた
姿
は
、
な
か
な
か
良
いも
の
であ
る
。

京
都
大
学
に
学
ぷ
人
達
の
多
くは
、よ
そ
の

土
地
か
ら
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の大
学

の良
い先
生
方
に
接
す
る
こ
と
と
共
に
、京
都

に
残
っ
て
い
る
美
し
さ
を
充
分
味
っ
て
ほ
し

い
。
も
ち
ろ
ん
他
の
町
も
そ
れ
ぞ
れ
に美
し
い

だ
ろ
う
し
、
ス
モ
ソ
グ
の
都
大
阪
でさ
λ、
中

之
島
の
川
縁
で
見
る
赤
い
ダ
日
は
な
かな
か
に

乙
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一寸
足
を
伸ば

し
たら
す
ぐ
に
美
し
い
自
然
に
触
れ
ら
れ
る

山
を
バ
ソ
ク
に
見え
て
い
て、
都
会
ず
れ
の
し

た
心
を
随
分
慰
め
て
くれ
た
も
の
で
あ
った
。

こ
ん
な
こ
と
を書
いた
か
ら
と
て
、
若
い
鰭

看
に
お
寺
廻
り
をす
す
め
る
心
算
で
は
な
い

し
、
む
し
ろ
若
さ
の溢
れ
た
行
動
を
こ
そ
期
待

す
る
のだ
け
ど
、
唯
}つだ
け
い
い
た
い
の

は
、
外
か
ら
の
刺戟
に流
さ
れ
な
い
よ
う
、
自

分
の
考
え
と
いう
も
のを
根
深
く
培
って
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
ある
。
大
学
の
中
も
外
も
変

り
な
い
人
間
社
会
で
ある
。し
か
し
普
遍
的
な

も
の
、
生
命
長
き
も
の
を追
求す
る
学
問
の
陞

界
に
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の横
行
す
る
の
は

私
の
好
む
所
で
は
な
い
。研
究
者
の聞
に
も
生

存
競
磁
は
あ
け
得
る
のだ
ろ
う
け
れ
ど
、
「生

き
る
」
と
い
う
こ
とは
「ど
の
よ
う
な
価
値
を

抱
い
て
生
き
る
こ
とな
のか
」
と
考
え
る
時
が

あ
っ
て
も
よ
い氾
ろ
う
.

ス
ラ
ン
プ
にな
った
り
。。ノ
イロ
ー
ゼ
に
な

う
た
と
き
、騎
れ
た
五
月
の
【日
、
大
文
字
山

の
草
っ
ばら
に寝
転
ん
で
、
自
分
が
外
部
か
ら

の
刺
戟
に
ふ
りま
わ
さ
れ
て
いな
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
み
る
。
い
や、
む
し
ろ
ク
シ
ャ
ミ
の

出
る
ま
で
ウト
ウ
ト
昼
寝
を
す
る
こ
と
を
お
奨

め
し
た
い
。

(理掌
部
助
教
授
・物
理
学
)
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教
育
史
中
心
に

来
年
二
月
に
完
成

京
大
創
立
七
十
周
年
記
念
事業
の
一

環
と
し
て
の
、
京
大
年
史
編纂
は
、
年

史
編
纂
番員
会
の
下
で
、
現
在雌
め
ら

日
程

決

ま

る

春
期
の
各
方
面
の
学会
が
全
国
各
地

で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
五月
中
に
行

な
わ
れ
る
京
大
関
係
の
学会
日
程
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

「第
七
回
日
本
ア
イ
ソト
ー
プ
会

臓
」

日
時

五
月
十
六
日
5
十九
日

会
場

東
京
都
立
日
本都
市セ
ン
タ
ー

主
催

日
本
原
子
力
産
業会
議
、日
本

放
射
迎
同
位
元
素
協
会
。日
本
原
子

力
学
会

「第
十
五
回
塑
性
加
工
シ
ンポ
ジ
ウ

ム
」

日
時

五
月
九
日九
時
～十
七
時

ム　　

　
ゑ
　
の　
ムム　墾

厨
0

ま
ろ
ぴ伏
し

麦
畑
に穂
を抜
き
し

五
月
ー
頬
を
撫
でる

爽
々
の
風
新
緑
よ

わ
が
青
春
を甦
せ

[

0

小

.林

リロき
き
コニ
ほ

}童
;

=
呂
r

空
には
ため
く
鯉
織
リ

カ
タ
カタ
廻
わ
る
風
車

か
っ
て

こ
の国
の

男
の
子
と
生れ
し

稚
な
誇
り
よ

い
ま

戦
い誇

り

土
に
耕
や
す
さ
れ
ど

そ
の
か
み
の果
て
な
き
夢

自
然
こそ

常
に

新
しき
のを
璽

む

コ
寮
力
耀儀
孤
量
『挽
稼
呂

円

欄欄臨

憲法

と非

武
装中

立

畏谷

婁
41

戦後

史に

お
ける

九
条裁

判
…渡
辺
良
夫
京

第三

籍計
画の

藏セ

算叢

鎌

人シ

ンポ
ジ
ウム
〉

日
本

の

防
衛
と国

際関

係小林直樹・源田契・梶谷善久・小谷秀二郎

●棚融評京

暴彰

灘蘇

糞
嬬.
臨

'a睡

〈
ニ
ズ調

査レ

ポー

トV対韓援助の奇
妙
な
使い

途・
米
谷
鰹
螂
・

霧チ
ャ
ンネ
ル

建
へ2

難

脅
五贔ー.謄難

一

れ
て
い
る
。
こ
の
編
纂
委
は
、
京
大
図

書
館
を
中
心
と
し
て
、
各
学
部
か
ら
選

は
れ
た
編
纂
委
員
か
ら
な
り
、
昨
年
十

一月
ご
ろ
か
ら
各
学
部
別
個
に
学
部
史

の
作
製
を
始
め
、
こ
の
五
月
ご
ろ
に
そ

れ
を
委
員
会
に
持
ち
ょ
って
、
そ
の
ま

と
め
を
行
な
い
、
七
十
周
年
で
あ
る
昭

和
四
十
二
年
五
月
ま
で
に
は
年
史
を
完

さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
図
書
餌
の
年
史
編
讐
主
任

の
話
に
ょ
る
と
、
こ
の
年
史
編
纂

は
、
七
干
周
年
記
念
事
業
の
一理
と

は
い
う
も
の
の
て
京
大
学
術
振
興
基

金
や
京
大
会
館
の
殴
立
な
ど
と
は
全

く
別
個
の
活
動
で
あ
り
、
制
度
上

も
、
記
念
事
業
運
営
委
員
会
と
は
何

・
ら
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
な
い
.
関

係
者
の
話
で
は
、
内
容
に
関
し
て

は
、
予
算
の
裏
づ
け
も
決
定
し
て
い

な
い
段
階
で
確
か
な
こ
と
は
い
え
な

い
が
、
学
部
史
に
詳
し
い
人
、
教
育

史
の
専
門
家
を
中
心
に
」
京
大
が
七

十
年
聞
に
教
青
に
は
た
し
た
役
割
り

を
考
え
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

'

熊
野
寮
て
再
募
集

さ
き
の
葬
粂
形
式
で
募
集
さ
れ
た
新

人
寮
生
は
熊
野
寮
百
十
三
名
、
吉
田
西

寮
十
数
名
で
あ
る
。

びな
お
熊
野
景
で
は
部
屋
が
窒
い
て
い

る
の
で
六
月
中
に
、
十
五
名
を
再
募
果

する
。

鳥

今
回
特
に
経
済
評
価
が
高
す
ぎ
た
の

で
、
新
た
に
募
募
集
を
行
う
こ
と
に
な

うた
模
様
で
あ
る
。

西
山
偉
[
(工
掌
部
助
教
授
41
・6
・

15
～
42
。6
・14
ま
で
非
線
形
力
学
お

よ
び
自
動
制
御
に
関
す
る
研
究
調
査
並

び
に
ロ
ン
ド
ン
市
に
て
開
催
の
「第
三

回
国
際
自
動
制
御
連
合
総
会
」
に
出席

五
月
九
日
(月
)
会
合
「大
学の
自

の
た
め
欧
米
へ
。
波
多
野
博
行
(理
掌

治
」
法
経
七
番

五
時
から

科
学
者

部
教
授
)
41
。5
.ユ
～
41
.
5
.8

会
議
京
大
分
会

ま
で
有
機
放
射
線
化
学
に
関す
る研
究

日
本
青
英
会
交
付
喪
案
内

三時
半

調
査
な
ら
び
驚
ハ
ワ
イ
・ホ
ノ
ルル
市

ま
で

厚
生
課
掌
資
掛

岡
山県
育
英

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
有
機放
射
線
化

会
募
集
締
切

厚
生
課
学
資
掛

篇
日
米
合
同
会
議
に出
席
の
ため
ア
メ

十
日
(火
)

日
本
胃
英
会凝
学
生

リ
カ
合
衆
国
へ
.
島
田
儲夫
ハ数
理
解

募
集
締
切

面
接
有
り
教
養部
掌
生

析
研
究
所
教
授
)
41
帆ぽ
・3
ぢ
銘
・

掛

拓
銀
凝
学
生
募
集
締
切
法
経
二

7
・18
ま
で
位
祖
幾
何
の
共
同研
究
、

回
生
に
限
る

厚
生
課
学資
掛

昌
本

調
査
お
よ
び
講
残
の
た
め
アメ
リ
カ
合

育
英
会
大
学
院
奨
掌
生
募集
締
切

経
一衆
国
へ
。
吉
鋤
宏
(原
子核
笑験
所
助

済
学
部

願
書
は
同
学
部受
付
ま
で

手
)
41
。5
。1
～
41
。
5
・
7
ま
で

十
二
日
(木
)

国
家
公務
員
採
用

放
射
線
化
学
に
関
す
る
研
究
調査
並
び

上
級
試
験
説
明
会

三時
法
経
[番
教

に
ハワ
イ
に
て
開
催
の
日本
協
力
放
射

室

人
事
院
浜
野
新
次氏

線
化
学
会
議
に
出席
の
ため
U
S
A
へ

蜂
難
鍛謂
襲
二盤
硝
韓
塗
義
醤
蕩

ロ

難

鰯
も
て取り上三
顯
鞭
鞭

難
離

た
め
欧
米
へ。
石
井
米
雄
(京
大
東
南

ア
ジ
ア研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
)
堀
・

5
。8
～
42
・3
・31
ま
で
タ
イ
国
の

近
代
化に
関
す
る
研
究
調
査
の
た
め
東

南
アジ
ア
へ。
岡
本
道
雄
(医
学
部
教

授
)
41
・
5
・7
～
41
・6
・6
ま
で

欧
州
にお
け
る
脳
神
経
掌
の
研
究
調
査

お
よ
びイ
タ
リ
ア
国
に
お
け
る
医
学
教

育
会
議出
席
のた
め
イ
タ
リ
ア
E
X
T

へ
。
河野
剛
(医
学
部
講
師
)
41
・5

・19
～
41
・6
・20
ま
で
欧
州
各
国
に

お
け
る
内科
学
研
究
調
査
お
よ
び
イ
タ

リ
ア
国ミ
ラ
ノ
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
第
2
回国
際
ホ
ル
モ
ン
ス
テ
ロ
イ
ド

学
会
に
出席
のた
め
欧
州
へ。
前
田
憲

口
(工学
部
教
授
)
41
・5
・7
～
41

・
5
・21
ま
淫
蕾
空
間
科
学
に
関
す

る
研
究調
査
並
び
に
ウ
イ
ー
ン
開
催
の

宇
宙
空
聞
研
究
委
員
会
第
9
回
総
会

と
に出
席
のた
め
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
.

林
巳
奈
夫
(人
文
科
学
研
究
所
助
手
)

"
、ξ

-
ー
41
・5
・22
ま
で
中
国

各
地
の博
文
餌
な
ど
特
に
北
京
の
赦
宮

搏
物
院
、
歴
史
博
物
館
の
調
査
研
究
の

ため
中
華
人
民
共
和
国
へ
。
小
山
次
郎

(薬
学
部
助
教
授
)
41
・5
・22
～姥

。
5
・21
ま
で
免
疫
化
学
の
研
究
の
た

め
U
S
A
へ.
中
島
稔
(農
学
部
教

授
)
41
・5
・25
～
41
・8
。24
ま
で

農
薬
及
び有
機
化
学
の
研
究
調
査
並
び

に
ス
エ
ーデ
ン
国
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市

に
お
い
て開
催
さ
れ
る
第
4
回
国
際
天

然
物
ρ、学会
に
出
席
の
た
め
ア
ラ
ブ連

合な
ら
びに
欧
米
各
国
へ
、
野
竹
邦
弘

(医
学
部
講
師
)
41
・6
・2
～
42
・

6
・1
ま
で
微
生
物
学
免
疫
学
と
く
に

抗
体
生
に
関
す
る
研
究
の
た
めU
S
A

へ.≡票
大
人
事
葦

'鼻
任

医
学
部
教
授
深
瀬
政
市
(医

学
部
助
教授
)
、
医
学
部
助
教
授
挟
間

章
忠
(医
学部
講
師
)
、
医
学
部
助
教

授
坂
上
英
(医
学部
講
蘭
)
、
農
単
郎

教
授
常
脇慣
一郎
(農
学
部
助
教
授
)

工
学
部教
授
徳
岡
辰
雄
(工
学
部
助
教

授
)併

任
京
大
評
議
員
薬
学
部
長
上
尾

庄
次
郎
(薬
学
部
教
授
V

配
置
撲
大
阪
大
学
助
教
授
森
田
正

人
(基礎
物理
学
研
究
所
助
教
授
)

法
学
部教
授
大
森
忠
夫
法
学
部
長
事
務

代
理
。

一面
生
の
編
餐
凧

であ
る
H
君
の
独
白

調
の表
現
を
借
り
れ

ば
許
自
己
の
先
験
的

思
想
の上
で
試
行
鐙

誤
し
てゆ
く
こと
が
青
年
の
行
動
の
軌

跡
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
▼
葉
が
混

ざ
り
初め
た
ホ
コ
リ
ソポ
イ
桜
が
、

烹

過
ぎ
た
あ
と
し
麩
窒

は

醸
空

変
莞

。
眼
が
灘

れ
る
気

が
し
て、
試
行
錯
誤
を
行
な
って
いロ

た
も
のは
、
五
月
に
入
って
い
た
こ
と

に
突
然気
が
つく
の
で
あ
る
▼
サ
ツ
ヰ

と
呼
ん
で澄
ま
し
て
い
る
も
の
に
と
っ

て
は
せ
いぜ
い視
覚
型
の
鑑
賞
が
存
在

し
て
いる
の
であ
る
。
ゴ
ガ
ツ
危
機
な

ん
ぞ
と、
衝
畢
的
な
雷
葉
に
は
わ
れ
わ

れ
は
麻
痺し
き
って
し
ま
った
が
、
西

部
構
内
の池
の回
り
に
昼
休
み
の
時
間

を持
て余
し
た
よ
う
に
一杯
に
な
っ
て

彰
々
と庭
り
込
ん
で
い
る
新
入
生
の
姿

に
、
「緑
に
心
が
洗
わ
れ
る
」
と
は
言

え
な
い自
覚
症
状
の
痛
み
を
覚
え
な
の

こ
とも
な
い▲
い
わ
は
状
況
に
か
ら
め

と
ら
れる
自
己
状
況
を
脱
出
し
た
い
と

い
う
幻想
的
救
い
を
「大
学
」
と
し
て

求
める
が
ゆ
え
に
、
「大
学
」
を
目
的

ロ

化す
る
状
況
に
か
ち
み
と
ら
れ
て
き
た

翼

を
暮
嬰

る
契
馨
求
め
た

こと
だ
った
で
あ
ろ
う
か
▼
何
ら
か
の

意味
での
先
頴
性
を
獲
得
す
る
こ
と
だ

け
が脱
出
の
契
機
な
の
で
あ
ろ
う
。
先

験
性と
い
う
異
性
に
声
を
掛
け
ら
れる

のを
待
って
い
る
婚
前
娘
の
焦
り
と
憂

膨
のよ
う
な
…ー
▼
例
年
、
先
鋭
な
意

識を
つき
つ
け
そ
の
先
験
的
運
動
の体

質
によ
って
反
発
さ
れ
た
新
左
翼
が
沈

滞
し
て
い
る
今
年
は
自
ら
契
機
を
里

出
す
る
能
力
の
な
い
民
青
は
乗
じ
る余

地
も
少
な
そ
う
で
あ
る
▼
新
し
いノ

ンポ
リ
の
存
在
な
ど
を
い
う
声
も
き
こ

え
る
が
、
先
験
性
の
洗
礼
の
チ
ャ
ン
ス

の少
な
そ
う
な
誰
婚
期
の
遅
れ
そう

な
沈
滞
が
あ
る
。

就
職
先

剛
覧

ほ
ん
と
う
に
立
ち
な
お
れ
る
条
件
は
な
に
か
?

可
能
性
は
?

現
に
運
動
中
の
代
表
的
思
潮
を
と
ら
え
る
。
全
大
学
生
必
読
の
書
!

久
野
収

鶴
見
俊
輔

藤
田
省
三
著

戦
後
日
本
の
思
想
好評大増刷

L6判430円

 

戦
後
日
本
政
治
史

-
欄

「
冷
戦
と
占
領
政
策
の
転
換
」

民
主
戦
線
の挫
折
か
ら
片
山
内
閣
の崩
壊
ま
で

房草勤

信
夫
清
三
郎
著

1・11とも各480円

鎌 羅 墨雛 秀

150円

臼由社6朋

戦
醤

総東高
評南校首ア教

脳技育
へ術の
の協反公力省

開の状構

想

中本深
村岡代
建 惇
治武郎

治
の源
響

上
蟻

特
集
責
隼
像
の
操
求

▼
捜
術
軍
新
下
の教
育
・…
井
深
大
/永
井
道
雄
▼
近
代
膏
年
像

の
変
遷
…
・・加礫
秀
俊
▼
胃
宰
の
政
治
慧蹴
は
変
った
か
・・…
・西

平
重
喜
▼
グ
レ
イカ
ラ
ー
の
生
活
観
-
聞
宏
▼
期
縛
さ
れ
る
青

宰
・(座
談
会
)扇
谷
正
造
/
見
田
泉
介/
杉
浦
孝
7卿動
/
堀
内
衛

ビ
ラ
・、、ッ
ド
の
夕
陽

森
本

哲
郎

ク
ア
ラ

・
ラ
ン
プ
ー
ル
の
旅

…
…
竹

山

道

雄

*
嚢
爵
せ
む
し
多
〒
亭
謬

■懸
男働
七
宰
の型
¢科
さ
れ
話
題
畳呼
ん
だ
ソ
連
作
家
の最
新
礎

大
学
生
の
就
職
必
携

徽論
蠣
蝿
驚
ゼ

¥鵠0

8二699

採
用
状
況

鯨

し悪

類の蓋

蕎

題のみ燵

鴇
瀬欝
響

鋼
務
館
上
級

試
験

必
携

(行政
・法律

経
済
篇
)綿

叢

案
内
・
婁

幽
醤

響

解
篭

鐙

傾
向
と
対
策
.
合
麓

.
合

蜘

格
者
の
行
方
、
競
争
率
な
ど
あ
ら
ゆ
る
峯
項
を
収
録
し
た
最
新
決
定
飯
.

文

 法
律
・経
済
辞
典

義
職墨
鷺
叢
亨
膿

r

639
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い
わ
ゆ
る
不
況
と
そ
のも
と
で
の
帝

国
主
義
的
対
外
膨
彊
の
準備
の開
始
の

な
か
で
、
ぼ
く
た
ち
ひ
と
り
ひと
り
の

思
想
的
。理
論
的
・組
織
的
内容
が
、

あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
いる
。
い
ま
だ

試
行
錯
誤
的
と
は
い
え
、
ζ
れま
で
は

手
を
触
れ
る
こ
と
の
で
きな
か
った
国

防
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ数
ヵ月
の
政

府
の
見
解
発
表
は
、
目醜
・沖
縄
、
そ

し
て
申
国
核
武
装
問
題
とあ
わ
せ
て
、

い
や
が
う
え
に
も
国
家
利
轡を
お
し
だ

し
て
き
て
い
る
。
日
本
帝国
主
義
存
立

条
件
の
戦
前
と
の
相違
、
日米
関
係
の

変
逓
に
つ
れ
て
、
支
配階
級が
確
定
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
出
しえ
な
い段
階
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
い
っ
そう
鴛
味
を
も
っ

て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
う
え
、
い

ま
為
生
活
感
情
に
お
い
て
危犠
感
を
も

農
の
な
か
で
、
(既成
指
導
部
に
助
け

ら
れ
て
)
無
意
識的
価
値
移
勤
を
な

し
う
る
こ
と
、
これ
が
童
味
を
加
え

一:
;
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て
き
て
い
る
.

い
っさ
い
の
課
題が
、
階
級
的
視
点

と
労
働
者
主
体
の
遅勤
を
要
陀
し
て
い

る
.労

働
者
人
民
総
体
の還
動
が
、
既
成

指
導
部
の
もと
で、
七
十
年
政
橿
樹
立

と
議
員
増
加
や
、
社共
の
共
闘
と
民
主

連
合
政
府
確
立
の
反米
民
族
還
助
へと

ね
じ
ま
げ
ら
蔓
労
働者
の
自
発
的
園

級
的
力
が
発揮
さ
れる
ど
こ
ろ
か
、
街

る
.
組
合
の
形
骸
化
、
官
僚
的
運
営
。

職
場
の
空
洞
化
な
ど
も
指
捕
さ
れ
る
.

ぼ
く
に
と
って
の
問
題
は
、
に
も
拘

わ
ら
ず
、
こ
こ
に
労
働
者
総
体
の
運
動

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

な
か
に
、
こ
の
な
か
か
ら
変
革
の
力
を

作
り
だ
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
既
成

指
導
部
の
も
と
で
資
本
攻
勢
に
し
め
あ

げ
ら
れ
、
組
合
は
あ
って
無
き
が
如
し

と
感
し
る
こ
と
は
同
時
に
組
合
を
慧
記

す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
闘
い
は
そ
れ
を

自
覚
す
る
場
だ
(指
尊
部
が
ど
う
であ

れ
)
。
国
鉄
街
蹟
集
会
が
い
く
ら
非戦

闘
的
で
も
、
労
働
者
は
集
っ
た
力
の
自

覚
と
非
戦
闘
性
へ
の
恥
じ
ら
い
を
内包

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
夫
分
化
であ

る
。
け
れ
ど
も
分
化
し
う
る
から
こ
そ

既
成
指
導
部
は
タ
テ
マ
エ
とボ
ンネ
を

使
い
わ
け
る
。
革
動
が
労働
者自
身
の

自
己
解
放
の
返
動
で
あ
る
から
に
は
、

こ
こ
に
裂
け
目
を
作
り
、
自己
の主
体

的
運
動
と
し
て
、
職
場
に
根
づく
道
が

必
要
だ
.
徽
小
で
あ
っ
た
にし
ても
こ

の
運
助
が
存
在
し
、
無
形
有
形
の大
衆

運
動
は
組
織
を
要
請
す
る

大
衆
の
自
発
性
自
主
性
を
運
動
総
体
の
中
に
回
復
し
た
い

つ
て
い
な
い
よ
う
に
み
える
労
働
者
総

体
が
、
同
時
に
労
働
の
場
でう
け
つ
つ

あ
る
費
本
攻
勢
の
き
ぴし
さ
と
そ
の
進

る
。
労
組、
議
会
選
挙
、
地
力
自
潜
、

教
育
ー
ーあ
ら
ゆ
る
場
で
帝
国
立
義
的

政
治
支配
秩
序
の
確
立
が
問
題
と
な
っ

弼

泉 ・

 

頭
桑会
の督
氏
拡
大
と
市
民
へ
の
還
帰

によ
る
現
琶
背
定
に
発
散
さ
せ
ら
れ
て

いる
箏
態
に
つ
い
て
多
く
語
ら
れ
て
い

驚

:臣

 

の
変
化
と
皿な
り
あ
いこ
れ
が
労
働
還

動
総体
を
か
え
て
い
く
力
と
な
る
。

労働
者
階
級
の自
己
解
放
の
な
か
に

み
つ
か
ら
の解
放を
求
め
る
以
外
に
立

場
を
も
たな
い
学
生知
譲
人は
と
も
す

れ
ぱ
陥
し穴
に
お
ち
こむ
危
険
を
も
っ

て
い
る
。
偲想
の自
立
主
張
が
い
つ
の

ま
に
か
「自
邑
の
」
で
は
な
く
コ
人衆

の
」心
情
へ
の共
感
に
横
す
べ
り
す
る

こ
と
によ
って
孤
独
に
な
った
り
ア
ナ

ー
キ
ーを
礼
讃
し
た
り
す
る
。
そ
し
て

他
方
で績
合
を
主
張
し
て
は
機
能
主
贋

に
陥
いる
。
古
来
言
う
は
易
6

て
、

こ
の困
雛
な
題
題
の
の
ま
え
で
は
、
自

己
にと
って
革
甜
と
は
何
か
と
問
い
返

す
こと
が
大
切
だ
と
ぼ
く
は
思
う
.

運
吻
は岡
時
に
組
董

ぼく
が
帝
国
主
顔
の
闘
攻
勢
に
据
し
て

闘
う
こ
と
は
、
岡
時
に
、
ぼ
く
と
同
質

の
人
間
の
創
造
を
通
じ
て
、
ぼ
く
目身

の
主
体
の
強
化
を
も
た
らす
過
穆
であ

ろ
う
.
唯
一者
と
し
て
の
自
分
とと
も

に
、
思
想
的
一致
の
確
立
が
絶
えず
閲

題
に
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
.
たし
か

に
、
い
ま
新
し
い
前
衛
組
織
が
確立
さ

れ
て
い
ず
、
そ
の
作
巣
が
困難
であ
る

と
し
て
も
、
こ
れ
を
回
遡
す
るわ
け
に

は
ゆ
か
な
い
.
ぼ
く
が
主
体
的
な運
勘

の
組
畿
者
と
し
て
登
場
す
る
から
には

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
逓
助
の組

織
化
の
問
題
と
自
分
-
前
衛
組織
建
設

の
問
題
は
区
別
と
遮
関
の
も
と
で捉
え

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
上
で大

衆
運
勤
の
組
織
諭
と
し
で
還動
諭
が
検

討
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
こ
とは
、あ
ら
ため
て

ス
タ
ー
リ
ン
主
親
の
問題
を
提
起
し
て

い
る
。
そ
の
擬
似
前衛
性
が、
自
分
に

と
っ
て
明
ら
か
で
ある
と
し
て
も
、
そ

れ
は
何
も
優
位
性
堂
穿
も
の
では
な

い
。
帝
国
主
義
国
日
本
にお
け
る
日
共

は
、
そ
の
反
コ鶯
」
性
にお
いて
大
衆

と
の
意
識
的
・無
意識
的
接
点
と
そ
の

反
労
働
者
性
を
示
して
いる
以
上
、
ζ

の
点
に
お
け
る
切
開を
突
破
孔
と
し
つ

っ
、
岡
時
に
多
かれ
少
な
か
れ
一切
の

潮
流
・自
分
が
スタ
ー
リ
ン
主
義
の
影

響
を
う
け
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
ま

た
、
日
共
の
影響
力
の
一簿
の
「社
会

的
」
拡
張
があ
る
こ
と
を
、
つ
ね
に
捉

え
かえ
し、
自
か
ら
克
服
せ
ね
ば
な
ら

な
い
課
題だ
と
思
う
.

胃
行
委
の運
動
体
と
し
て
の
一つ
の

役
割は
、
あ
の日
韓
国
会
の
渦
中
ま
で

存
在
し
た
ので
は
な
か
ろ
う
か
.
(運

助
勘
と
し
て
学
生
運
勲

労
働
運
動

に
つい
て検
討
す
ぺ
き
と
思
う
が
)
.

響
行
委
の
組
織
飴
(疎
諭
文
)
は
、
同

時
に
あ
の
安
保
以
釆
大
衆
的
に
問
題
と

な
った
、
急
進
主
義
と
共
颪
主
義
に何

を
つけ
加
え
だ
だ
ろ
う
か
.
ぼ
く
は、

青
行
委
が
提
起
し
た
コ
〈衆
の自
夷
性

・自
主
性
」
を
、
組
纈
で
ガ
ン
ジガ
ラ

メ
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
か
の
労働
者総

体
の還
動
の
な
か
に
回
復
す
る
闘
い
に

よ
って
応
え
た
い
と
思
う
。
こ
れは
あ

ま
り
に
も
敬
弱
な
力
で
、
そ
の
膨大
さ

に
唖
然
と
す
る
課
題
か
も
知
れ
な
い
.

し
か
し
繕
織
体
を
権
成
し
て
い
る
こ
の

労
働
者
総
体
の
主
体
的
闘
い
と
し
て
夫

来
が
あ
る
。
遅
々
た
る
歩
み
の
な
か

で
、
胃
行
委
で
活
動
し
た
人
た
ち
と
、

更
に
討
論
を
進
め
た
い
。
(京
大
医

卒
)
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運
動
不
在
か
ら
の
脱
出

ー

◇
[

個
人

の
自
立
性

か
ら
生

ま

れ
る
反
権

力
闘
争

の
表
現

昨
年
の
五
月
三
日
以前
に全
く
絢
在

レ
な
か
った
運
動
が、
三人
の会
話
の

中
か
ら
、
日
躍
日
の座
り
込
み
と
し
て

誕
生
し
、
九
・
一市民
デ
モに
五
〇
〇

人
結
集
す
る
こ
と
に
よ
って
京
都
の
日

斡
闘
争
の
一つ
の
突
破
ロを
榮
き
、
労

働
浬
動
、
学
生
運
動
に貴
重
な
教
訓
を

投
げ
か
け
て
い
る
行動
委
員会
を
、
そ

の
創
造
性
に
お
い
て
私
は
評
価
し
た

い
。無

か
ら
新
たな
運
勤を
創
造
し
た
と

い
う
意
味
以
上
に、
行
動
委
員
会
が
立

脚
し
た
思
想
が
、
個人
の
自
立
性
で
あ

った
こ
と
に
よ
っ
て、
そ
れ
が
、
変
箆

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の源
泉
で
あ
る
と
い
う

意
昧
に
お
い
て
であ
る
。
そ
し
て
新
た

な
大
衆
還動
の創
造
の
た
め
の
一つ
の

粂
件
を
示
した
と
いう
慧
味
に
お
い
て

一高
　
触幣
一

門輿
一
　郷
刷

で
あ
る
。

反
体
制
迷
助
は
本
来
個人
の
権
力
の

支
配
か
ら
の
自
立
性
を
思想
的
基
盤
に

し
て
成
立
す
る
運
動
で
あ
る
。
従
っ

て
一
青
行
委
を
そ
の
個入
の
自
立
性
を

組
鐡
論
の
基
盤
に
お
いた
こ
と
に
よ
っ

て
評
価
す
る
の
は
、
一見
ナ
ン
セ
ン
ス

に
思
え
る
。
し
か
し森
論
文
も
強
調
し

て
い
る
よ
う
に
、脊
行
委
は
主
観
的
に

も
自
己
の
運
勤
の党
派
性
を
そ
こ
に
見

出
し
て
い
る
の
であ
る
。
こ
の
よ
う
な

ナ
ン
セ
ン
ス
が
、現
実
に
は
先
に
み
た

よ
う
な
現
契
の力
を
獲
得
し
た
の
は
何

故
か
。

目
本
嚢
本
主
義
の帝
国
主
義
へ
の
発

展
は
、
海
外侵
略、
軍
国
主
義
、
政
治

反
動
とし
て国
家
櫨
力
が
国
民
か
ら
自

立
し
、
国民
に対
立
し
た
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
であ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
支
配
を
楡
力を
し
て
可
能
な
ら
し
め

る
思
想
的
条
件は
被
支
配
者
層
の
個
人

的
自
立
性
の喪
失
であ
る
。
従
って
、

反
体
制
運
動は
梱
力
の
被
支
配
者
に
対

す
る
具
体
的攻
離
に
抵
抗
す
る
た
め
の

思
想
的
基
盤は
自
立
性
の
回
復
、
自
己

解
放
の
思
想
でな
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が、
今
日
の
全
ゆ
る
反
体
制
還

動
の
組繊
が陥
って
い
る
思
想
的
傾
向

鰹
襲
躾
鎌
盤

の
偶
人
の主
体
性
を
も
抑
圧
し
て
い
く

冒
僚
組織
が形
作
ら
れ
な
い
ま
で
も
、

飼
人
の権
力
に
対
す
る
自
立
性
を
眠
り

込
ませ
る体
質
を
組
織
の
内
に
持
っ
て

い
る
の
であ
る
。
権
力
と
の
対
決
と
自

己
の
貨任
が
個
人
の
内
に
自
覚
さ
れな

い
限
り
、待
機
主
義
に
陥
って
し
ま
う

一そ
し
て
、
それ
ら
が
個
人
の
内
に
最
も

厳
し
く
自覚
さ
れ
た
時
、
個
人
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
最
大
の燃
焼
を
見
せ
る
の
で

あ
り
、
大衆
運
勤
の昂
賜
が
可
能
と
準

る
の
で
あ
る
。従
って
大
衆
運
吻
の
組

織
論
は
そ
の
よう
な
個
人
の
自
立
性
を

最
も
厳
し
く
自覚
さ
せ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
いの
で
あ
る
。

夏
萎
は
自己
を
組
織
で
は
な
く

}個
人
の
賀
任あ
る
行
動
で
あ
る
と
自
覚

す
る
こ
と
によ
って
、
参
加
者
に
厳
し

く
自
立性
を
要
求
し
、
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て、
個
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引

き
出
し、
還
助
の
不
在
か
ら
の
脱
出
を

試
み
た
の
であ
った
。
し
か
し
、
青
行

委
が
個人
の
自
立
性
に
組
織
齢
の
基
礎

をす
え
た
よ
う
に
、
組
織
自
体
の
内
に

個人
の自
立
性
を
厳
し
く
問
い
つ
め
る

条
件が
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
る
の
か

と
いう
問
題
を
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。青
行
委
は
各
個
人
に
対
す
る
最
大

限
の自
由
を
与
え
、
ほ
と
ん
ど
何
の
義

務
も課
さ
な
か
った
。
そ
う
す
る
こ
と

であ
った
の
で
あ
る
。
何
故
最
も
強
い

責
任
追
求
に
な
った
の
か
。
そ
れ
は
権

力
か
ら
の
自
立
性
が
強
く
そ
の
思
想
的

基
盤
に存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

っ
ま
り
、
糎
力
か
ら
の自
立
と
し
て

の
反
根
力
斗
単
そ
の組
織
の内
に
も
、

轍
底
し
た
個
人
の自
立性
が
自
覚
さ
れ

な
い
限
り
、
真
に
運勧
と
し
て
存
在
し

え
な
い
こ
と
を
、膏
行
委
は
示
レ
た
と

云
え
る
の
で
ある
。

青
行
委
の
特
異
な戦
術
やラ
デ
ィカ

ル
な
行
動
も
ご
の
よ
う
な
個
人
の自
立

性
か
ら
生
れ
る
反
糎
力
斗
争
の
創
造性

の
表
現
で
あ
った
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
自
分
自
身
に
こ
の
自立
性

を
問
い
詰
め
る
こ
と
を
提
起レ
π
い。

(痕大
法
・四
)

資料

一症
畿
雌
嘩
だ
肇

艇
旋
聲
　

薮

育
研
究
会
の
意
呈

晶

一二
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先
号
に続
き
大
学
設
置
規
箪
に
関
す

る
第
三回
の
貸
料
を
掲
載
す
る
。
次
号

で
今回
の掲
載
分
に
つ
き
解
説
を
掲
載

す
る
。

近
畿地
区
大
学
一般
教
青
研
究
会
(会

長
奥
田菓
)
昭
和
四
十
年
十
月
十
二
日

意
見
書

今回
答
申
さ
れ
た
「大
学
設
置
基
準

改善
要綱
」
は
一般
教
育
の
向
上
普
及

を図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
本
研
究
会

とし
て
は
等
閑
に
付
し
得
な
い
多
く
の

問題
を
含
ん
で
い
ま
す
。
本
研
究
会
と

し
ては
等
に
付
し
得
な
い
多
く
の
問
題

を含
ん
でい
ま
す
。
本
研
究
会
は
昭

和24年
に
発
足
し
て
以
来
毎
年
春
秋
2

回
の研
究
協
議
会
を
開
催
し
て
今
秋
第

(3)

32
回
を数
え
る
に
いた
り
ま
し
た
。
加

盟
大学
は
近
畿
地
区
の
国
、
公
、
私
立

あ
わせ
て
約
90
に
達
し
、
研
究
協
議
会

翻
羅
胴響
魏
鑓

申
)に
関
し
ま
し
て
も
、
公
表
以
来
慎

重な
検討
を
統
け
、
別
記
の
よ
う
な
意

見
を
とり
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

翻
難
紮
藝
藏
蟹

 御配慮を
いた
だ
き
た
く
御
願
い
い
た

し
ます
。記

1
、
卒
集の
夏
件
に
お
け
る
単
位
の
配

分
に
っ
いて

(イ
)基
礎
教
育
科
目
を
必
要
と
し

一三

な
いと
き
、
ま
た
は
基
礎
教
脊
科
目
を

Ψ

単
位
ま
で
必
要
套

い
毒
に

こ
れ
に
代
え
る
料
目
の
規
定
(要
綱

答
申
、
田
・2
・②
)
か
ら導
門
教

責
科
目
を
削
除
し
て
次
のよ
う
に改

め
る
。「基

礎
教
青
科
目
に
つ
いて
取

得
す
べ
き
単
箋

一繋
}嘉

目
建

は
外
国晒
科
目
で
取
得
さ

せ
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
」

現
行
に
お
い
て、
一般
教
育
等
の
科

目
の
専
門
教育
科
冒
に
対
す
る
比
率

は
4
8
・・7
6
(1
31
・6
)
で

あ
るの
に対
し
、
も
し
本
要
綱
の
ご

とく
に基
礎
教
育
科
目
1
2
単
位
お

よ
び増
加
単
位
1
6
単
位
を
す
べ
て

1

専
門
教
育
科
目
に
代
え
る
と
す
れ
は

そ
の
比
率
は
3
6
・・1
0
4
(1
・・

3
)
と
な
り
、
一般
教
育
等
の科
目

の
比
重
は
半
減
す
る
。
こ
のよ
う
な

一般
教
育
等
の著
る
し
い些
-低
下

は
豊
潤
な
見議
と創
造
性
に
と
む
資

質
の
溜
蟹
を阻
冨す
る
。

(ロ
)
保
健
体
育科
目
に
お
け
る
講

義
お
よ
ぴ
実技
の単
位
配
時
(要
綱

答
申
聖

2
.
①、
三)
は
現
行
通

り
「訓
鶉
2
単
位
及
び
笑
技
2
単

位
」
と
す
る

2
単
位
の
計算
方
法
に
つ
い
て

1
単
位あ
た
り
の
授
粟
時
蘭
娘
盒
ハ

綱
箸
申、
榎
・2
・
(2
)
)
は
、

現現
行
の1
5
壁
聞を
最
抵
債
と
す

る
.
1単
位
あ
た
り
敦
寛
で
の
授
粟

時
聞を
増
加
す
る
に
あ
た
って
は
、

授
策
の成
果が
時
聞
の
長
短
よ
り
も

む
し
ろ施
設
の
賓
飛

勉
学
お
よ
び

教
胃
の意
欲
如
何
に
か
か
わ
る
所
が

学園評論

改
憲
状
況
と
は
何
か

(下
)

憲
法
擁
護
運
動
と
学
生
運
動

・丁
;

一般総
合
雑
誌
や
評
論
肪
に
見
ら
れ

る
黛
法閻
題
へ
のア
ブ
ロ
ー
チ
は
、
そ

れ
独
自
の分
析
視
角
を
右じ
な
が
ら

も
、
視角
そ
れ
自
身
の
独
自
性
に
自
己

の
主
張
が農
開
さ
れる
と
い
う
、
類
型

化
の傾
向性
ろ
箒
び
た
、
い
わ
ぱ
惣
法

思
想
状況
に
何
ら
畳
窟
化
を
も
た
ら
さ

な
い思
想
的
停
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
い
って
よ
い
だ
ろ
う
。
改
憲
状
況
と

は
こ
のよ
う
な
思
想
的
聞
隙
を
縫
い
つ

つ、
既
に
憲
法
制
定
時
点
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
え
る
憲
法
の
内
部
の
ほ
り
く
ず

廿

空
洞
化
と
が
密
接
に
結
合
し
て
い

る
動
的
笑
顛
と
し
て
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
.
そ
れ
故
に
、
民
主
主
義
擁
擾
闘

争
と
い
う
場
合
に
は
憲
法
秩
序
は
空
洞

化
さ
れ
て
お
り
、
仮
り
に
現
秩
序
の
法

的
破
認
の
み
が
要
請
さ
れ
る
と
す
るな

ら
は
、
これ
は
改照
と
い
う
名
を
付
さ

な
い
に
し
ろ
、事
実
改
繊
の
作
業
を
な

し
た
上
で
の大
衆
的
マヌ
ー
バ
ー
に
か

け
る
こ
と
であ
り
この
事
を
置
視
し
た

上
で
の
遮
動
が展
朔
され
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
かし
為
こ
のよ
う
な
憲
法
状
況

の
中
でな
お
か
つ改
惣
が
志
向
さ
れ
る

と
す
るな
ら
ば
そ
れ
は
、
日
本
資
本
主

義
の体
制
的危
機
の
外
在
化
の
時
点
に

お
い
て
の、
も
は
や
民
主
主
義
擁
護
闘

争
の内
容
でも
って
し
て
は
包
摂
し
難

い、
体
制
を韻
け
た
闘
争
と
潅
る
こ
と

を
恵味
す
る
。
こ
の
こ
と
ほ
、
単
な
る

議
会
主
義
では
、
絶
対
に
憲
法
改
訂
を

阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ

て大
衆
闘
争
も
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は

も
は
や組
織
し
得
な
い
こ
と
を
示
唆す

る
の
であ
る
。

簸
法
擁
凝
蘭
争
な
る
も
の
の

原
則

的
に
依
拠す
る民
主
主
編
そ
の
も
の

が
、
議
会
主競
的
民
主
主
義
と
本
質
的

に
異
な
る
地平
線
から
発
想
さ
れ
る
民

主
主
競
であ
る
こと
、
即
ち
明
白
な
反

裡
力
闘
争
がは
じ
め
は
支
配
の
体
系
そ

の
も
の
に向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
し

て
、支
配
の体
系
に
依
拠
し
た
形
で
闘

争
が逓
めら
れ
、
し
か
し
こ
の
時
か
ら

支
配
の体
系
の理
齢
と
、
闘
争
暫
の
理

論
が
別個
な
も
の
と
し
て
存
在
し
はじ

め
る
と
いう
こ
と
、
こ
れ
を
要
す
る
に

闘
頓
開始
と
共
に
民
キ
究
義
理
愈
の
質

的
転
換が
行
な
わ
れ
る
筈
だ
と
い
う
こ

と
を
確認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
ζ
な
ので
あ
る
。

:

二

・

新
憲
法
感
寛
な
る
も
の
は
、
「戦
後

日本
」
状
況
と
、
「惣
法
理
念
」
と
の

現
実
と
観
念
と
の
性
急
な
混
同
で
あ
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
二
十
年

聞
の戦
戦
民
主
主
義
定
蔚
期
か
ら
番
積

さ
れ
て
き
た
「民
主
主
義
」
理
念
の
日

本
的
思
想
風
土
の
中
で
の
風
化
と
、
同

時
にも
は
やそ
れ
以
上
退
歩
で
き
ぬ
、

の
っ
ぴき
な
ら
ぬ
ぎ
り
ぎ
り
の
思
想
と

生
活
の対
決
の
場
と
し
て
、
最
小
限
の

保
証を
与
え
褐
る
民
主
羊
菱
の
橋
頭
爆

で
あ
った
こ
と
も
確
かな
こ
と
で
あ
っ

た
よ
うに
思
わ
れ
る
。

戦後
期
に
お
け
る
「平
和
と
民
主
主

義
」を
ス
ロー
ガ
ン
に
掲
げ
た
全
学
連

還
劾が
、
今
な
お
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

か
つそ
のこ
と
が
問
題
と
な
って
い
る

にせ
よ
そ
のス
ロ
ー
ガ
ン
の
戦
後
的
内

契
の
根拠
を
喪
失
し
て
し
ま
って
い
る

こ
とを
、
安
保
闘
争
以
後
の
経
過
の
中

で
示し
て
く
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
今
な

お
こ
の根
拠
不
在
に
蝋
が
つ
か
ず
、
華

し々
く
掲
げ
ら
れ
る
「平
和
と
民
主
主

義
」
の
スロ
ー
ガ
ン
に
集
約
せ
ら
れ
る

運
動そ
のも
の
は
結
局
単
為
性
殖
随
的

な
目己
増
大
と
不
毛
の
極
に
陥
る
の
で

あ
る
。
学
生
運
勤
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を打
鵬
す
る
唯
一の
部
隊
で
あ
る
こ

と
は古
典
的
な
意
昧
で
の
駆
性
と
学
生

に
と
って
は
最
終
的
に
保
証
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い、
依
拠
点
で
あ
る
思
想
の
先

取
り
にお
いて
あ
き
ら
か
な
こ
と
で
あ

る
。
学
生運
動
の
担
い
手
で
あ
る
学
生

一人
一
人が
、
主
要
に
戦
後
民
主
主
義

の
足
君
期に
成
長
し
た
と
い
う
世
代
状

況゚
醗
的把
握
を
援
用
す
れ
ば
、
今
後
、

所
与
の民
主
主
義
理
念
の
質
的
変
薫
を

ど
の
よ
う
に推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が

も
っ
と
も現
実
的
であ
り
、
ま
た
理
想

的
な
の
かを
追
求
す
る
こ
と
が
要
舗
さ

れ
る
こ
とに
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
安
易

な
世
代論
によ
って
、
安
易
な
虚
像
を

勝
手
に
作り
あ
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
し
、寧
ろ
、
戦
後
民
主
主
義
の
体
制

内
化
によ
って
、
政
治
的
体
制
化
を
余

儀
76
くさ
れ
て
いる
現
在
、
守
る
へ
き

も
のは
何
も
な
い
無
の
領
域
か
ら
何
か

を創
り出
し
て
ゆ
く
以
外
は
な
い
と
い

う
極
点
から
運
勤
が
始
め
ら
れ
る
へ
き

な
の
であ
る
。
学
雀
運
動
は
そ
の
よ
う

な
壁昧
でも
つと
も
憲
法
状
況
の
中
で

突
出
し
た部
分で
あ
り
、
そ
の
自
律
的

展
闘
に
お
い
て貰
の艮
主
主
義
の
具
現

者
に
な
り
うる
も
ので
あ
る
。

改
憲
を阻
止し
得
る
具
体
的
物
質
的

な
存
在
とし
て、
合
法
議
会
主
義
制
度

に
決
し
て怠
堕
に
依
存
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。あ
き
ら
か
に
な
った
よ
う
に

支
配
の改
憲
の展
望
は
、
日
本
資
本
主

義
の
危
機
的
裂現
と
し
て、
阜
晩
現
実

化
の
方
向
を
と
る過
程
の中
で
顕
在
化

す
る
で
あ
ろう
が、
そ
の
時
点
に
お
い

て
、
ま
た
今
後
の
政治
過
程
と
そ
の
状

況
の
中
で
耐
え
得
る思
想
性
と
、
組
繊

性
と
の
確
立
が
必
要と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
憲
法
と
個
人々
の乖
離
の
情
感
を

自
己
の
存在
をよ
り
上昇
さ
せ
、
な
お

自
己
の
目
的
を
完結
せ
し
め
る
契
機
と

す
べ
き
、個
的な
作
業
が
今
一人
一人

に
対
し
て課
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

飼
的
な
内な
る
懲
法
情
念
を
外
延
さ
せ

「教
条
によ
っ
てで
は
な
し
に
、
神
秘

的
な
それ
自
身
不
明
瞭
な
慧
識
を
分
析

す
る
こ
とに
よ
っ
て意
識
を
改
革
す
る

こ
と
」
が、
現
在
も
っと
も
急
務
な
課

題
な
の
で
ある
。

う ま い か ら

安 い か ら
は や る ・んです

いつも満員で御迷惑をお掛けしていますが
食事時聞をはずして御来店戴くとお楽に召上れます

 

大
き
い
こと
を
先
ず
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
.ま
た、
学
生
の
自
堂自
習
を

困
雛
にし
、
教
員
の
研
究
時
閥
を
減

殺
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
2
に
つ
い

て
充
分
潅
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
従

う
て、
こ
の
授
業
時
聞
に
関
す
る
規

盗
は
、
各大
掌
が
慎
重
に
決
定
す
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3
、
授
薬
糾
目
に
つ
い
て

(イ)蕪
礎
敦
胃
科
目
の
目
標
は
「導

門
の
基
礎
を
与
え
る
」
(要
綱
答
申

V
・4
。①
)
と
あ
る
が
狭
い
基
礎

に
と
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

「基
礎
教
育
科
目
は
、
学
生
の

尊
攻
分
野
に
対
す
る
広
い
星
礎

を
堵
う
こ
と
を
目
標
と
す
る
。」

外
国
語
科
目
お
よ
び
保
健
体
育
科

目
の
目
穰
(要
綱
答
串
、
V
・4
・

Φ
お
よ
び
②
)
を
そ
れ
ぞ
れ
次
のよ

う
に
改
め
る
。

「外
国
語
科
目
は
、
外
国
語
の

基
本
能
力
を
養
い
、
専
門
の学

術
の
修
得
な
ら
び
に
社
会
にお

け
る
広
い
活
用
に
資
す
る
とと

も
に
、
外
国
語
の
学
習
に
よる

教
擾
を
与
λ
る
こ
と
を
目
標と

す
る
。
」

「保
健
体
胃
科
目
は
、
鐙
駆

の
保
望

の
原
理
の
認
臓と

突
践
を
目
的
と
レ

栂
来よ
き

社
会
人
と
し
て
の
憾
康
生居
の

素
地
を
培
う
も
の
と
す
る
。」

(ロ
)
教
賛
誤
程
の
編
成
に
関す
る

規
定
(要
綱
答
由・、
V
、
-
、
②)

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
る
。

「大
学
は
必
嬰
に
応
じ
て敦
養

謀
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
でき
る

も
の
と
す
る
.
教
養順
糎
は
一般

敦
胃
糾
貝

外
国
語
科
貝
保
櫨

体
喜
冒
『
お
よ
び
基礎
教
胃
科

目
を
も
っ
て
編
成
す
る
.」

理
由
は
ー
に
お
い
て
述
べ
た通
り

で
あ
る
。

(ハ
)
一般
教
青
科
目
の開
設
に
開

す
る
規
定
(要
綱
答
申
、
V、
2
、

②
)
に
次
の
よ
う
な
案
文を
追
加
す

る
.

「
一般
教
育
科
目
と
し
て開
設

す
る
授
業
科
目
は
、
人
文、
社
会

お
よ
び
自
然
の
三
分
野
の何
れに

も
儒
し
な
い
よ
う
に
寵ぽ
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
.」

4
、
敦
員
岨
織に
つ
い
て

(イ
)
更
験
等
の
授
禦科
目
に
お
け

る
助
手
の
規
定
(寝
綱筈
申
、
皿
、

3
、
①
、
欄
考
八
)
を次
のよ
う
に

改
め
る
.「冥

験
、
更
買
冥
蓼
亮
は

演
習
を
課
す
る授
集科
目
に
は
助

手
お
よ
び楠
助
職員
を
お
く
こ
と

を
原
則
と
す
る
。」

(ロ
)
助
手
を
も
っ
て助
教
授
等
の

敦
員
に
代
える
こと
含
冨綱
答
申
、

皿
、
3
、
①、
備
考
山O
は
、
も
し

助
手
の
資
格を
現
行
(大
学
設
置
基

準
、
第十
六条
)
のま
ま
と
す
る
な

ら
ば
禾当
であ
る
。

5
、
校
地校
含
の施
設
に
っい
て

大
学
の校
會
とし
て
傭
え
る
べ

き
施
設
に
「体
育
館
」
を
加
え

る
。

(五面
よ
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く
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★
定評

あ
る
中
山
書店

の
医
学書

★

本
聴
は
予
約
注
文
制

で
†
か
ら
、
お
近
く

の
医
書
專
門
店
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
.

鐸
月
%
日
発
充

V
O
L
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(
一
九
六
六
)
の
(●●
畠
テ
ー
マ
》

①
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
機
停

0
糖

累
痢

②
肝
障

書

⑤
金

属

③
リ
ボ
蛋
直

⑤
箕

櫨

蛾
内
科
学

大
系

癌
凝病
院
喪
贔
川
剰
雄

虎
の
【
病
院
長
沸
中
-
雄

目
立
熱
慮
痛
院
長
田
坂
定
孝

名
大
較
授
青
山
遭
午

驚
京
大
敏
媛
三
宅

儀

日
立
大
飯
痢
院
畏
寳
田
常
雄

監
修

九
大
教
媛
勝
*
司
属
之
助

鼠
大
敷
援
坤
尾
喜
久

慶
大
歌
凝
三
辺

謙

業
亀
大
救
妖
山
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徹
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粟
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特
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ご
蔓
望
に
応
え
て
、
学
界
最
薪
の
虞
果
を
追
補
し
た
(隼
列
●追
補
賑
V

を
今
秋
よ
り
刹
行
い
た
し
ま
す
.
ご
期
持
く
だ
さ
い
.
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■
薮
科
朋

主
要
図
脅

5
直

全
訂
新
版

法
医
学

入

門
....簑
養
鶏
醗

ま
医
掌
界
の
最
腐
権
或
が
、
医
勤
手
医
家
お
よ
び
法
霧
善

察
闇
係
の
た
め

に
、
実
際
の
如
識
を
興
昧
深
く
、
平
易
に
解
説
し
た
定
評
あ
る
入
門
書
。

大
脳
生
理
学

嚢
縫
繍
鐸
藤

初
歩
か
ら
出
琵
し
て
現
代
の大
脳
生
理
学
の
最
高
水
準
ま
で
を
詳
述
し
た
名
著

平
暑
な
解
説
は
医
学
の
み
な
ら
ず
心
理
学
薦
係
の
方
々
に
も
好
適
の
入
門
書
。

生
理
学
概
説

.鷺

鰍紺
鶉
爾

従
来

の
機

械
的

・
電

気
的
測
定

法
の
う
え

に
.
著
者

の
主
張
†

る
化
学
的

・
薬

理
学
的

な
方
法

、
そ
の
億

の
最

新
の
獅
究

を
も
と
り

入
れ
た
完

盤
な
多
考
書

.

病
原
細
菌
学

肝蕪
遡
彊
響
蹴

多
岐
に

わ
た
る
材
科

に
つ

い
て
バ
ラ

ン
ス
を
失
う

こ
と
な
く
辱

発
展
史
的

に
こ

れ
を
整
理

し
、
ξ

・
の
O
-
含

ρ
●
な
焦
点

を
明
葎

に
捉

え
た
稽

有
の
労
俘
●

人
体

の
構
造

.燵
羅
瓢
鼎
講

人

体
の
樗
遣

と
機
絶

と
の
関
係

を
.
権
物

・
動
物
性
機

能
に
大

別
し
.
多
数

の

擬

鮮
な
挿
図

を
駆
僅

し
て
、
明

快
に
し
て
慧

切
な
解
観

を
試

み
た
名
薪
。

東
京
都
千
代
田
区
神
田
挿
保
町
二
の
二
四

振
替
東
京
覧
窒
査

電
話
美
干
登
=
代
嚢

(
詳
細
内
容
見
本
送
呈
》
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解
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と
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題

学
会
語

昭和41年度
入試 問

数社

英昭和40年度

入試 問1
数
英国

昭和39年度
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英社

む
む

26
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秘
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舗
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学親
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8
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解
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語
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京 大受験 生 に望 む……奥 田 東(学 長)
一大学を志望する上での心がまえ一

入試の害については、諸霜は自身の肌で感じとっていることであろ
う。また、次の時代を背負う人材を養成するという大学の社会的便
命からみても多くの問題がある。近頃の大学生は勉強しない。ノイ
ローゼが増した。ただ所定の単位だけとって卒業さえすればよいと

考えている学生が多い。真理の探求などとはほど遠く利己的な点取
り虫である。また、学生運動に関しても、極端に過激であったり、
あるいは極端に無関心であったりして……
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新
中
国
の
理
想
的
青
年
像
i

中
国
で
三
千
万
部
を
売
リ
つ
く
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
!

「無
名
の
英
雄
」
を
志
向
し
て
、
〈
革
命
V
を

生
き
ぬ
い
た
若
い
兵
士
の

「闘
争
の
記
録
」
!

岩
佐
氏
健
訳

定
価
2
5
0
四

苦
闘
と
実
践
の
記
録

革
命
後
、

う
ら
に
は
、

っ
た
。

平

野
義

太
郎

新
中
国
が
短
時
日
の
う
ち
に
鷲
異
的
な
発
展
を
逐
げ
た

中
国
人
民
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
苦
闘
と
実
践
が
あ

い
わ
ゆ
る
無
名
の
士
の
熱
い
支
持
が
あ
っ
た
.

「
王
斎
の

日
記
」
は
次
代
を
担
う
一
青
年
の
目
を
通
し
て
、
そ
の
こ
と
を
具

体
的
に
、
体
験
的
に
わ
れ
わ
れ
に
語
っ

て
く
れ
る
。
今
日
、
中
国
で
は

"
王
恋

に
学
べ
"
運
動
が
大
々
的
に
展
開
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。
革
命
が
決
し
て
少
数

者
の
も
の
で
は
な
く
、
人
民
大
衆
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
王
悉
は
身
を
も
っ
て

示
し
た
の
だ
。

(日
本
平和
委
員
会
々
畏
)

醸黎河出書房
梅
本
克
己
/
佐
藤
昇
/
丸
山
真
男
11
著

現
代
日
本
の
革
新
思
想

日
本
の
代
袋
的
哲
学
者
、
経
済
学
者
、
政
治
学
者
が
戦
後
日
本
の
直
面

す
る
基
本
的
な
問
題
点
を
再
検
討
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ブ
ロ
ー
チ
と
新

し

い
視
角
を
提
出
す
る
。
混
迷
と
停
滞
の
革
新
思
想
、
革
新
運
動
を
批

判
的
に
先
導
す
る
注
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
〈
第
3
版
V
定
価
4
8
0
円

野
間

宏

蟹

勃の全簾

鎌
軋厭

砂

華

や

か

な

色

彩

第
一巻
く
第
!

2
部
v

概

舞

台

の

顔

第
二
巻
く
響

部
v

続
刊
曇
蕃
衰
と
裏
と
表

第
囚
巻
炎
の
場
所

各
巻
5
8
0
円

朝
日
新
聞
評
臓
軟
勧
な
人
問
追
求
ー

ね
ば
っ
こ
い
野
間
の
文
体
と
、
長
々
と

つ
づ
く
関
西
弁
の
会
話
。

「
ど
う
し
て

こ
ん
な
、
も
っ
て
ま
わ
っ
た
言
い
方

で
」
と
不
平
を
言
う
は
ず
の
読
者
が
、

い
つ
の
間
に
か
、
こ
の
作
者
の
先
を
い

そ
が
ぬ
語
リ
ロ
、
縮
画
な
計
國
と
、
た
く
ま
ざ
る
ユ
ー
モ
ア
に
ひ
き
こ
ま

れ
る
。

「青
年
の
環
」
の
完
成
が
、

日
本
文
学
史
の

一大
重
大
事
件
で

あ
る
こ
と
を
万
人
が
み
と
め
ざ
る
を
得
な
い
日
が
来
る
の
は
、

も
う
す

ぐ
で
あ
ろ
う
●

(1
月
鈴
日掲
載
)

翰
書
き
下
ろ
し
長
篇
小
説
叢
書

待
望
の
第
3
弾
11
い
い
だ
・
も
も
著

神

の
鼻

の
黒
い
穴

品

新
劇
女
優
と
ボ
ク
サ
ー
と
デ
モ
学
生
と
ジ
ャ
ズ
メ
ソ
と
…
…

彼
ら
の
織
り
な
す
現
代
の
ド
ラ
マ
、
そ
れ
は
、
大
衆
社
会
の
喧
畷

の
も
と
で
、
若
者
の
体
臭
を
メ
ッ
チ
†
メ
チ
ャ
に
発
散
さ
せ
る
。

デ
モ
る
現
代
、ジ
ャ
ズ
る
規
代
の
英
雄
と
は
?

戦
後
20
年
、
狂
走

す
る
現
代
日
本
社
会
に
新
た
な
照
明
を
あ
て
る
作
者
の
視
点
は
、

怒
り
と
黒
い
喧
酵
を
は
ら
ん
で
な
ま
な
ま
し
い
。

『ア
メ
リ
カ
の

莫
雄
』

「核
を
劃
る
思
麹
」

の
新
鋭
が
問
う
野
心
的
興
色
作
1

孤
立
無
援
の
思
想

-

高
椙
和
巳
全
エ
ッ
セ
イ
集
i

形
成
し
よ
う
と
す
る
動
的
な
姿
勢
は
、

持
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
精
神
の
全
軌
跡
を
全

一冊
.脳
収
録
。

5月
り日
鞘
売

予
価

4
2
0
円

新
し
い
思
想
と
文
学
を

芸
制い
.覗者
の
圧
桐渕
的
一支

大
山
高
明

定価
3
2
0
円

青

春
版

/

何

で

も

見

て

や
ろ

う

"柔
道

・
生
花
教
え
ま
す
"
奇
抜
な
ふ
れ
こ
み
が
功
を
奏
し
、

ワ
ー
ト

ン
大
字
に
留
字
し
た
好
胃
乍
の
若
々
し
～
愉
快
な
珪
活
エ
ソ
セ
イ
o

」

現
代
日
本
の
総
過
程
を
解
明
し
、
民
主
的

運
動
前
進
へ
の
成
果
を
示
す
注
目
の
講
座
!

巻4全
四六判上製働入
各巻耳z【均350頁
各巷¥680

1
日
本
資
本
主
義
分
析

第
・回配
本

第
二
次
大
戦後
、
ア
メ
リ
カ
帝
圃†
義
の
支
配
に
よ
っ
て出
発
Rを
規
制
さ
れ
た日
本
貸
本

主
ム
の
政
,的
・純
済
的
特
髄
を
総会
的
に
分
析
・解
明す
る
。
北
田
芳
治
・颯
江
正
規
・

守
屋
典
郎
。岡
倉
古
志
郎
・戸
木
田嘉
久
。渡
辺
載
/執
筆

■
第
3
刷発
売
申
/

皿

統

一

戦

線

第
・
回
配
本

民
触
的
・民1
1的
な
統
一戦
疎
煙動
の
現
状
を
解
明
し
、正
確
に
位
置
づ
け
、人
民
的
な講

闘
争
の
歴
里的
経
験
を
珂
命
的
に概
括
し
て
恥
来
へ
の
展望
を
示
す
。
申
林
賢
二郎
・魔
實

健
購
㌦田
沼肇
・広
谷
俊
二
・竹
内真
一
。嶋
津
予
利世
/
執
無

■
第
2
刷発
売
申
/

皿
労

働

組

合

運

動

第
3回配
本

戦
後
労
働
組
合運
動
の
実
勢
力
と組
織
の
現
状
を
検
訂し
本
償
的
課
題
を
分
析し
て
"労
働

組
合
運
動
に
おけ
る
政
治
的
側
面
と経
済
的
側
薗
と
の
関連
4
を
解
朋
。
井
出洋
・辻
岡
靖

仁
・向
笠
良
一
・塩
田
庄
呉
衛
・火
木
一訓
・黒
川
俊雄
/執
筆

■
最
新刊
発
兜
申

W
イ

テ

オ

ロ

ギ

ー

第
4回配本

 〈近
代
℃
義
・修
且r
渦〉
に
よ
る
支配
階
級
の
反
動
思
想を
総
合
的
に
批
判
し、
マ
ル
ク

ス
γ
靴思
娯
の現
代
に
お
け
る
「歴
史的
な
役
割
」
に
つ
いて
解
明
す
る
。
上
田耕
馴郎
・

不
破
哲
三
・北
田芳
治
・芝
田
進
午
・矢
川
徳
光
・岡
蘭
万樽
秀
/
執
筆
■
5
月下
旬
発
売

構
造

山
本
二
三
丸
著

B
6
判
Y
7
5
0

改
革
論
批

判

く
"
7
0理
粛
V
の
凸
の
も
とに
国
際
的
潮
流
化
して
い
る
現
代

}
q
・-《の
客
観
的
杁
拠
はな
に
か
。
理
講
的
内
浮
を分
析
し
て

マ
煽
'嗣の
が
寡
酬
畑
に
貌
く
アプ
ロー
チ
す
る
。

現
代
政
治
と
大
衆
運
動

鑓

Y鐸

.璃

猷
畢
論繕
輔
浦鑑

圃
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へ日
本
ア
イ

●

ピ

ー

●

エ
ム

世
界
I
B
M
の
ト
ツ

プ

ク
ラ
ス
へ

そ
の
成
長
を
支
え
る
も

の

現
代
は
「情
報
の
時
代
」
と
いわ
前

本
ア
イ
。
ピ
ー
・
エム
で
あ
る
。

罐

嚢

彰

縫

射

く製
造
・販
売
・輸
出
v

が
知
ら
ね
ばな
ら
ぬ
「無
知
の断
崖
」

ま
ず
、
日本
ア
イ
・ピ
ー
・
エム
の

が
急
速
に
拡が
り
つつ
あ
る
の
が現
代

ア
ウ
ト
ラ
ノ
ンを
た
ど
っ
て
みよ
う
●

で
あ
る
。

.資
本
金
は
百九
十
億
円
、
社員
数
約

ぼ
う
大
な情
報
の
集
積
に
よ
っ
て、

三
千
九
百
人
。東
京
に
本
社
を櫨
いて

か
ぎ
り
な
く拡
大
ず
る
、
こ
の
「無
知

営
藁
所
.出
張
所
は
全国
各
地
18
カ
所
。

の
断
崖
」に
新
し
い
橋
を
わた
す
も
の
、
機
械
製
造
工
場
1
、カ
ー
ド
製造
工場

そ
れ
が
I
B
Mシ
ス
テ
ム
で
あ
る
。ぽ

2
、
サ
ー
ビ
ス
・ビ
ュ
ー
ロ
ー3
、デ
ー

う
大
な
情
報
を処
理
し
、
そ
こ
に潜
在

タ
セ
ン
タ
置
1、教
育
セン
タ
ー
3
(昭

ナ
る
エ
ネ
ル
ギ
ーを
引
き
出
ナ
。
この

和
四
十
一年
四
月
】日
現
在
)
。

情
報
エ
ネ
ル
ギ
ー
は人
類
の
全
活動
分

事
藁
内
容
は
、●
I
B
M
犠
チ計
算

野
に
偉
大
な
力
を発
揮
ナ
る
。こ
の
「情

組
縞
、
一連
の
穿孔
力
ー
ド
計算
処
理

報
革
命
』
の
世界
的
な
推
進
者
が
I
B
組
繊
の
製
造
・輸
出
入
・販
売
・賀
貸

M
な
の
で
あ
る
。

●
電
子
式
タ
イ
プ計
算
機
、
磁気
兀帳

ρ科
学
の
オリ
ンピ
ック

躍
と
いわ

会
計
機
の
輸
入
・販
売
・賃
貸
、電
動

れ
た
第
18
回
オ
リ
ンビ
,ク
東
京
大会

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の輸
入
・販
亮●
1

でも
、
工
B
M
シ
ステ
ム
は
中
心
とな

B
M
カ
ー
ド
の製
造
・販
売
●
サ
ービ

って
大
活
躍
し
た
。し
か
し
、こ
れ
は
そ
ス
・ビ
ュー
ロ
ー
にお
け
る
委
託計
算

の活
躍
の
ほ
ん
の
一例
に
ナ
ぎ
な
い
。
業
務
。

現
在
、
J
B
麗世
界
組
織
の
な
か
で

ナ
な
わ
ち
、
日本
ア
イ
・ピ
i
・
エ

も
、
ト
ップ
ク
ラ
ス
にあ
って
、
め
ざ
ム
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ータ
の
販
売
・賃貸

まし
い
ぼ
セ
を
と
げ
つ
つあ
る
の
が
ロ
ゑ
ア
ぼコレ
ぢコじ
ココへち
う
ヒ
ヒ
ロ　
さ

欝
態

燕

'
、
,

亀
縫

・

」

●

球

趨
頬

'

サ軸

響繍
.灘

㌣ 、・ ≧

⊆'・・

;嚢騨

ま
で
も
手が
け
て
、
国
内
外
に
ダイ
ナ

ミ
,ク
な
活動
を
農
開
し
κ
い
るの
で

あ
る
。

〈
日
本
へ
は大

正
末
か
ら
〉

と
こ
ろ
で
、目
本
に
お
け
るI
BM

の
歴
史
は
大正
十
四
年
に
は
じま
る
。

当
時
、代
理
店
に
よ
っ
て
I
BM
統

計
機
械
が
はじ
め
て
日
本
に
登場
し
、

経
営
近
代化
への
道
が
開
か
れた
。

次
い
で
、昭
和
十
一一年
、
日本
ワ
ト

ソ
ン
統
計会
計
機
械
株
式
会
社設
立
。

こ
こ
に
、日
本
で
の
I
B
Mの
本
格

的
な
活
躍
が開
始
さ
れ
た
。

戦
後
は
、昭
和
二
十
五
年
に
粟務
再

開
、
昭
和
三十
四
年
に
社
名
を現
在
の

日
本
ア
イ
・ピ
ー
・エ
ム
株
式会
杜
と

改
め
、
行政
近
代
化
・技
術
水準
の
向

上
。産
渠
の合
理
化
を
推
進
し
、世
界

50
数
力
国
へ
の製
品
輸
出
を
通じ
て
、

日
本
経
済
の発
展
に
大
き
く
貢献
し
て

い
る
。

驚
隆
、
ヒ導
聖
聾
属
ー一.,
ド
戸十

曽毎
鉦

帽

G

]「 】層●口u一二一珊房

六
年
。
日
本ア
イ
・ピ
ー
。エ
ム
はI

B
M
世界
組
織
の
ト
,プ
グ
ル
ープ
に

ラ
ン
ク
され
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。

そ
の
成畏
力
と
、
優
秀
な
技術
水
頃

は
、
国
内
は
いう
ま
で
も
な
く
世界
疫

視
の
ま
とと
な
,て
い
る
。

〈
輸
出
を
担
う

千
鳥
町
工
場
V

日
本
アイ
・ピ
ー
・エ
ム千
鳥
町
工

場
(東
京都
大
田
区
)
は
、世
界
14
力

国
に
ひ
ろが
る
15
の
製
造
ユ場
の
な
か

で
も
、優
秀
-
場
の
ひ
と
つ
であ
る
。

こ
こ
には
時
代
の
最
先
端を
行
く
エ

レ
クト
ロ
ニク
ス
お
よ
び
精密
機
械
工

学
の
粋が
結
集
さ
劃
、
た
え
ず新
し
い

技
術
の開
発
が
進
め
ら
れ
て
いる
。
ま

た
、
国内
需
要
に
応
じ
る
だげ
で
な
く

世
界
へ製
品
を
輸
出
ナ
る
と
いう
大
港

な
使
命を
も
って
い
る
。

現
在
の生
産
機
種
は
、
I
BM
一四

四
〇
型
竃子
計
算
組
織
と
一漣
の
穿
孔

カ
ー
ド計
算
処
理
組
繕
。そ
し
て
、
こ

の
ほ
ど生
産
を
開
始
し
た蘭
期
的
な
、

I
B
M
シス
テ
ム
/
三
六
〇
。ナ
で
に

I
B
M
一四
四
〇
の
生産
によ
づ
て
世

界
に
高く
評
価
さ
れ
た技
術
は
、
シ
ス

テ
ム
/三
六
〇
の
生
産
によ
り
、
さ
ら

に
そ
の真
価
を
発
揮
し
つ
つあ
る
。

千鳥
町
工場
は
設
立
以来
十
余
年
、

現
在
生産
畜
は
当
初
の
約如
倍
。
な
お

年
と
とも
に
急
伸
し
て
い
るO

さ
らに
電
子
計
算
機
生庫
体制
拡
充

の
ため
I
B
M
シ
ス
テ
ム
/三
六
〇
の

專門
工場
を
神
奈
川
県
藤沢
市
に
遣
設

ナ
ベ
く、蔚
々
と準
備
を
進
め
て
い
る。

今後
も
新
機
種
の
製
造
によ
D
、
た

え
ず未
知
の
分
野
を
開
拓
し
、電
子
計

算
機
の専
門
メ
ー
カ
ー
と
して
の
役
割

を
果
たし
て
行
く
で
あ
ろ
う。
そ
の
活

躍
ぱ世
界
の
期
待
塗
集
め
て
いる
。

日本
ア
イ
・ピ
ー
・エム
の
前
途
は

か
ぎ
りな
い
可
能
性
に
み
ちて
お
り
、

輝
か
し
い未
来
が
約
菓
され
てい
る
。

顧富のへ総合サービス

世界103力 国で活躍
の　　

lBM/WTC 一

T
B
M
の
組繊
は
、
米
国
を
中
ひに

世
界
亘
ニカ
国
にひ
ろ
が
っ
て
いる
。

社
員
数
は
約
17万
2
千
人
。

I
B
M
は世
界
で
も
代
表
的な
ワ
ー

ル
ド
・エ
ンタ
プ
ラ
イ
ズ
で
あ
る。

世
界
各
国
の工
B
M
は
、
米国
の
I

B
M
社
の
出資
に
よ
る
I
B
M
W
T

C
(≦
δ「ζ

日
量
鮎o
◎
9昌層o

冨
ゴ
O昌)
によ
って
出
資
毅立
さ
れ

て
い
る
。
しか
し
、
各
国
I
B
Mの
運

営
は
そ
れ
ぞ
れの
国
の
人
ぴ
とに
よ
っ

て
遜
め
ら
れ
て
いる
。
い
わ
ゆ
る
厚世

界
介
業
4
と
いわ
れ
る
も
の
は
、I
B

M
の
ほ
か
に
も
いく
つ
か
あ
る
が
、こ

の
点
が
他社
と
ちが
って
い
る
。

W
T
c
は
、各
国
の
国
民
性
を尊
置

し
て
、
そ
れ
を生
か
し
た
企
粟
活勧
を

各
国
の
人
び
と
の手
に
よ
っ
て
行な
う

こと
を
葦
本
方針
と
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
日本
ア
イ
・ピ
ー
・
エム

が
利
飯
以
下
、全
員
日
本
人
に
よ
って

紆
鉾
さ
れ
て
い
るの
は
、
当
然
のこ
と

な
の
で
あ
る
。

W
T
C
の
†要
製
品
は
、
I
BM
デ

ー
タ
・プ
ロ
セシ
ン
グ
・シ
ス
テム
と

電
動
タ
イ
プ
ライ
ター
、
お
よび
そ
れ

ぞ
れ
の
使
用郁
晶
。
14
力
国
に
また
が

る
15
ユ
場
で生
産
さ
れ
、
I
B
Mカ
ー

ド
は
お
力
国
の47
工
場
で
益
縄
され
て

い
る
。

営
業
所
は
百
ニカ
国
に
ご白十
五
、

8
カ
所
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
壊
ふ
く
む

サ
ー
ビ
ス
・
ビ

ュ
ー
ロ
ー
二
百
十
八
。

技
術
開
発
研
究
所
は
6
力
国
に
、
教
育

セ
ン
タ
:
は
42
力
国
82
都
市
に
設
置
。

I
B
M
は
、
文
字
通
り

躍
ワ
ー
ル
ド

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
δ
と
い
え
る
。

〈
よ
り
大
き
な
未
来
へ
V

こ
の
よ
う
に
、大
規
模
な
I
B
Mの

事
粟
が
、
世界
の
醗
築
。経
済
・
科学

ほ
か
人
類
の
活動
ナ
る
あ
ら
ゆ
る
分野

で
は
た
す
役割
は、
き
わ
め
て
璽
質で

あ
る
。

か
ぎ
り
なく
ひ
ろ
が
る
「無
知
の断

嵐
」
に
新
し
い橋
を
か
け
る
使
命
を幡

な
って
い
るの
は
、
電
子
計
算
組繊
で

あ
り
、
I
B
Mシ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

W
T
C
の
モ
ット
ー
は
《謹
o「匡

℃o餌o●
臼ぎ
随oロoqゴ
ミ
oユ
貸

月
隠"住O》
o

「世
界
の平
和
は
世
界
貿
易
を通
し

て
」
で
あ
る
。世
界
百
三
力
国
に
ひろ

が
る
I
B
M
は、
人
類
の
幸
福
の
ため

に
、
よ
り
大き
な
目
樵
に
む
か
弓て
前

進
し
て
い
る
。

〈
仕
事
に
応
じ
た
待
遇
V

し
た
が
って
、
そ
れ
を
支
え
る牧
員

の
給
与
・待
遇
碧
つね
に
高
い水
準
で

保
障
す
るこ
と
も
、
各
国
I
B
Mに
共

通
の
方
針で
あ
る
。

一
各
国
の
人ぴ
と
に
経
営
を
ゆ
だね
、

国
民
性
に基
づ
い
た
経
営
力
釧
を進
め

る
と
閥
時
に
、I
B
M
は
そ
の国
の
一

流
介
業
に
くら
べ
て
、
同
等
あ
る
いは

そ
れ
以
上
の水
準
を
保
つ
よ
う、待
遇
、

労
動
条
件
、福
利厚
片
など
、あ
らゆ
る

面
か
ら
社員
の
生
活
を
保
証
す
るこ
と

に
努
力
し
て
いる
。
こ
れ
は
I
BM
の

創
立
者故
ト
ー
マス
・」
・ワ
ト
ソン
の

締
営
活
動
の実
践
か
ら
裾
た
謬企
業
哲

学
"
の
ひ
と
つの
あ
ら
わ
れ
であ
D
、

会
社
創
立以
来
五
十
数
年
に
わた
り
、

今
日
ま
で受
け
つが
れ
て
い
る
。W
T

C
傘
下
の雄
日
本
ア
イ
・ピ
ー・エム
に

も
随
所
に
この
厚企
業
哲
学
σが
生
き

て
い
る
。

〈
研
究
開
発
の
尊
重
V

若

々
し
い
創
造
力
を
発
揮

1
BM
の
僧
条
の
ひと
つに
、
「I

B
M
はサ
ービ
ス
を
売
る会
社
」
が
あ

る
o・1

BM
は
機
械
を
生産
し
、
そ
蜘
を

販
売
ある
い
は
賃
貸
ナる
o
し
か
し
、

そ
の
楢
械
に
は
「サ
7ビ
ス
」
が
不
可

欠
の嬰
素
と
し
て
つ
いて
い
る
の
が
I

BM
の
特
色
。
目本
ア
イ
・ピ
ー
・エ

ム
も
、
そ
の
サ
ー
ビ
スに
は
万
全
を
期

し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
適任
に
応
じ
た
分
野
で

各
社
員
が
臼
ら
の創
造
力
を
フ
ル
に
発

揮
し
、
顯
客
の要
求
に
こ
た
え
て
、積

極
的
な
サ
7
ビ
ス活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
こ
に
は、
若
人
の
能
力
を最
大

隈
に
生
か
ナこ
と
の
で
き
る
職穏
が
数

多
く
あ
る
。

●
D
P
セー
ル
ス

企
業
の合
理
化
の
た
め
に
、そ
の
企

業
の仕
事
の
内
容
、
業
務
の流
れ
を
分

析
し
、問
題
点
の
発
見
に努
め
る
。
そ

し
て、
そ
の
間
題
点
を解
決
ナ
る
た
め

に最
も
ふ
さ
わ
し
い
I
BM
シ
ス
テ
ム

を
遡
び
、
導
人
を
ナナ
め
る
o

広
い
そ
.の
活
躍
分
野

D
P
セ
E
ルス
は
、
I
BM
シ
ス
テ

ム
の
販売
と岡
時
に
、
企
莱合
理
化
を

促
進
ナ
る
コン
サ
ル
タ
ント
と
し
て
の

役
割
も果
にナ
わ
け
だ
。

●
E
T
セー
ル
ス
・A
Mセ
ー
ル
ス

電助
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ーや
各
種
会
計

槻な
ど
、
ナ
ぐ
れ
た
I
BH
事
務機
の

販売
を
行
な
い
、
各
企業
の
事
務
合
理

化
の先
鋭
と
し
て
活躍
。

●
シ
ス
テ
ム
ズ
・エン
ジ
ニア
(S
E
)

S
E
は
I
B
M
シ
ステ
ム
を
導
入
ナ

る
顧
客
の
も
つ
閥
題の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
分
析
し
、
そ
の解
決
に
最
も
適合
し

た
機
械
組
織
の体
系
を
設
計
。
そし
て

そ
の
体
系
に
応じ
た
問
題
処
理
の手
法

を
考
案
ナ
る
。

D
P
セ
ー
ル
スが
企
業
の
総合
的
な

コ
ン
ナ
ルタ
ント
と
ナ
れ
ば
、S
E
は

ひ
と
つ
ひと
つの
問
題
に対
ナる
コン

リ

サ
ルタ
ント
で
、
両
者
に
は緊
密
な
櫨

力
が
嬰求
さ
れ
る
。
ま
た
、新
し
い
I

B
M
シ
ステ
ム
の
応
用面
の
開
発
も
S

E
の覚
翼
帖任
務
で
あ
る
。

●プ
ログ
ラ
マ
ー

主
とし
て
サ
ー
ビ
ス
・ビ
ュB
ロ
ー

部
で活
躍
。
順
客
か
ら
も
ちり達
軌蜘
る

あ
らゆ
る
種
類
の
複
雑な
攣

計
算
や

経
営計
算
の
問
題
を
数
理的
な
手
法
で

解
決ナ
る
。
問
題
の
解法
を
、
I
B
M

シ
ステ
ム
の
言
葉
に翻
訳し
、
そ
れ
に

与
え
る
命
令
を
作
り
上げ
る
n
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
が
そ
の
主な
仕
事
。

与
え
ら
れ
た
問
題
を、
ナ
で
に
準
備

さ
価
て
い
る
手
法
くプ
ログ
ラ
ム
。ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
V
で解
庚
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
新
し
い
独創
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
え
出
ず
こ
とも
必
要
で
あ
る
。だ

か
ら
プ
ロ
グ
ラ
マ
ーに
は
数
理
的な
憩

覚
・能
力
に
す
ぐれ
て
い
る
こ
と
が不

可
欠
の
条
件
だ
。

●
カ
ス
ト
マ
ー
。
エン
ジ
ニ
ア
(C
E
)

I
B
M
シ
ス
テム
を
扱
う
D
P/
C

E
と
事
溺機
を
扱
う
O
P
/
C
Eが
あ

り
、
い
ずれ
も
、
入
牡
後
I
B
Mの
C

E
ス
ク
ー
ルで
研
修
を
受
け
る
。

セ
ー
ル
ス
の後
を
受
け
継
ぎ
、I
B

M機
械
が
っね
に
最
喬
の
エ
ン
ジ
ニア

リ
ン
グ
・レ
ベ
ル
を
保
つ
よ
う保
守
・

点検
を
行
な
い
、
さら
に
機
械
の
改
良

も行
な
う
。

C
E
は
、
I
B
Mの
第
[線
に
立
っ

て完
全
な
サ
ー
ビ
ス活
動
を
ナ
る
費
任

あ
る職
種
で
あ
る
o

●工
場
エン
ジ
ニ
ア

ー
B
M
シ
ス
テ
ム/
三
六
〇
の
生
産

を
はじ
め
と
し
て
、
IB
M
一四
四
〇

型電
子
計
算
組織
と
}連
の
穿
孔
力
ー

ド
計
算
処
理
組
織
の製
造
を
行
な
う
千

鳥
町
工
場
の
主
力
とな
る
エン
ジ
ニ
ア

であ
る
。

1
B
M
シ
ス
テム
や部
品
の
技
術
水

準
の
保
持
と
研究
・開
発
お
よ
び
生
産

が
そ
の
仕
事
。大
学
卒
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

は
主
と
し
て
、
〈製
品
技
術
部
V
〈
生

工1■内郁

 

産
技
術
部
V
〈
特
留
技術
部
〉
〈
晶
質

管
理
部
V
の
各
部
門
で活
昭
す
る
。

盲
度
の
技
術
を
結集
し
た
I
B
M
シ

ス
テム
を
生
産
ナ
る
上
に重
要
な
部
門

で
あD
、
着
駆
エ
ン
ジ
ニア
が
機
械
・

電気
・電
子
な
ど
の
専門
知
識
を
最
大

限
に発
揮
で
き
る
分
野
であ
る
。

●事
務
専
門

人
事
、
総
務
、
経
理
、調
査
、
業
務

な
ど、そ
の仕
事
は
広
範
囲
に
わ
た
り、

各
部
門
の
活
躍
を
強
力
にバ
ック
ア
,

ブナ
る
q
こ
れ
に
よ
っ
て
、I
B
M
の

め
ざ
す
く
ト
ー
タ
ル
・サ
ービ
ス
V
も

達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る。

こ
こ
で
は
、
正
薇な
判
断
力
と
積
極

的
な
創
造
職
欲
が
要求
さ
れ
る
o

r
B
M
は
、技
術
を
尊
重
す
る会
社

で
あ
る
。
それ
も
「高度
の
技
術
」であ

る
。だ

か
ら
コ幌究
開
発」を
電
視
する
o

こ
価
は
創立
以来
の
特
色
。た
と
え
ば
、一

ワ
ト
ソ
ン
一世
は
一九
一五
年
に会
社

詩

雫

ルの
運
転
資
霧

管
人
拠

藤
建

の・
夷

に
二
万
五雫

九

塗
研
究
開発
費
に
投
入
し
て
いる
。
ま

た
事
務
檎
研究
槻
関
と
し
て
世界
一を

跨
る
ト
ー
マ
ス
.
」
・ワ
ト
ソ
ン
.少

サ
ー
チ
、・
セ
ンタ
ー
や
、
五
九年
に
新

設
し
た
ア
ドバ
ン
ス
・
・シ
ス
テ
ム
三

デ
ベ
ロ
ップ
メ
ン
ト
も
す
べ
てI
B
M

藩

開
発
への
熟
蓼

小落
の
。

}

た
だ
、I
BM
は
「技
術
だけ
」
が

会
社
を
発展
さ
せ
る
と
は
考
えて
い
な
}

い
。
あ
らゆ
る
僧
条
が
有機
的
に組
み
一

合
わ

さ
れ
、実
践
さ
れ
て
、
はじ
め
て

一

I
B
M
の発
展
が
あ
る
と
考
える
。

新

し

い
次
元

を

ひ

ら
く

9
B
M
シ
ス
テ
ム
/
三
六
〇

国
内
生
産
開
始

I
BM
シ
ス
テ
ム
/
三
六
〇は
、
こ

れ
ま
での
デ
ー
タ
・プ
ロ
セ
スの
概
念

に
薗期
的
な
新
次
元
を
開
いた
も
の
で

あ
D
、I
B
M
五
〇
年
の
歴史
に
お
い

て
のみ
な
ら
ず
、
電
子
齢
算組
繊
発
遮

の
歴
史の
な
か
で
も
最
も
鼠嬰
な
製
晶

の
ひ
と
つで
あ
る
●

岡シ
ス
テ
ム
の
開
覚
が
もた
ら
し
た

蓋本
的
な
意
義
を
鋭
明
ナ
ると
次
の
よ

う
に
なる
。

一ハ今
ま
で
の
よ
う
に
単
に機
械
的
な

内
部処
理
速
度
を
基
溝
とし
て
電
チ

計算
組
繊
の
性
詣
を
考
え
るこ
と
は

やめ
、
月
当
元
D
ど
れ
だけ
の
仕
事

が処
理
で
8
る
か
と
い
う総
合
的
な

龍
力の
向
上
を
目
嶺
と
した
こ
と

二
、
ひと
つの
シ
ス
テ
ム
で事
務
曾
運

やO
R
、
数
位
計
算
や
シミ
ュレ
ー

シ
ョン
、さ
ら
には
熔
鉱
炉
や
石油
・

化
学
プ
ラ
ン
ト
の
完
全
た百
動
制
御

ある
い
は
畏
距
離
デ
ータ
伝
送
を
含

む
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
ま
で、
あ
ら
ゆ

る
計
算
機
応
用
分
野
の仕
事
を
最
も

能
率
的
な
方
法
で
処
理
でき
る
よ
う

にし
た
こ
と

三
、使
用
者
が
各
自
の
要求
に
最
も
一

致
ナ
る
大
き
さ
、速
さ
、価
格
の
範
囲

で自
由
に
シ
ス
テ
ム
を構
成
ナ
る
こ

とが
で
き
、
し
か
も
シ
ス
テム
各
モ

デ
ル間
に
は
完
全
な
亙換
性
が
あ
る

こ
と

四
、記
憶
容
量
、
速
さ
、儒
頼
度
の
飛

世
界

躍
的
な向
上
と
コ
ス
ト
グウ
ン

五
、
カ
ナ文
字
を
は
じ
め世
界
中
の
あ

ら
ゆ
る文
宇
や
コ
ー
ド方
式
が
使
え

る
こ
と

六
、
入
出力
装
蟹
の
飛
躍的
多
様
化
。

書声
によ
る
直
接
応
答
や
、愚
現
飴

果
の
視覚
的
表
示
也
可
能
にし
た
こ

と
七
、
今
後
に予
想
さ
れ
る
各種
の
技
術

的
進
歩
をそ
の
つ
ど
吸収
し
得
る
よ

う
な
余裕
の
あ
る
設
計
が
とら
蜘
て

い
る
こ
と

I
B
Mシ
ス
テ
ム
/
三
六〇
の
技
術

的差
礎
をな
ナ
の
は
I
BM
が
開
発
し

た
S
L
T駒
路
で
あ
る
oト
ラ
ン
ジ
ス

タ
な
ど回
鰭
虐
構
成
ナ
る素
子
の
ス
ビ

ー
ド
は
、最
匠
で
は
マイ
ク
ロセ
カ
ン

ド
(百
万
分
の
一秒
)の次
元
を
越
冗
ナ

ノ
セカ
ンド
(十
億
分
の
一秒
)
単
位

で
な
けれ
ば
測
れ
な
いま
で
に
畜
速
化

し
て
いる
。
こ
の
段
階
にお
い
て
、
素

子
と3孚
を
紬
ぷ
線
の長
さ
が
間
0
に

な
っ
てく
る
。
こ
の
構成
素
子
聞
の
障

害
を
IB
M
は
新
型
SL
T
回
協
の
麗
・

発
によ
って
克
服
し
、同
時
に
今
後
の

電
子吐
算機
に
必
然
的
に更
求
さ
れ
る

小
型化
の
問
題
も
解
決し
た
。

日本
アイ
・ピ
ー・エ
ム
では
、
千
鳥

町
工場
にお
い
て
こ
の
I
BM
シ
ス
テ

ム
/
三六
〇
の
魔
産
を
開始
、
一号
機

モ
デ
ル
40が
こ
と
し
の
夏
、モ
デ
ル
20

が
年
末
それ
ぞ
れ
琵
成
予
定
であ
る
。

に
輸
出
す
る

千
鳥
町
工
場

各
国に
あ
る
I
B
M
の
工場
は
、
そ

わ
それ
の
特
色
あ
る
技
術
を生
か
す
よ

う
に
、国
と
国
と
で
生
産機
積
の
分
担

を
きめ
る
と
い
う
、
独
特
の生
産
方
式

を
と
って
い
る
。
千
鳥
町
工場
で
完
成

した
製
晶
は
、
国
内
の
需要
を
み
た
ナ

とと
も
に
ヨ
ー
ロ
,
バ
を
はじ
め
、
ア

ジ
ア
、
ア
フリ
カ
な
ど
世界
五
〇
数
力

国
に
も輸
出
さ
れ
る
o

年
増々
加
ナ
る
I
B
M電
子
計
算
組

繊
の輸
出
は
、
わ
が
国経
済
の
発
展
に

大
き
く貞
献
し
て
い
る
。主
な
輸
出
機

種
は
、I
B
M
シ
ス
テム
/
三
六
〇
・

一四
四〇
型
電
チ
計
算組
織
と
穿
孔
楢

穿
孔
検
査頓
、分
類機
、続
計桶
な
ど
、

一連
の
穿
孔カ
ード
計
算処
理組
繊
.

グ
ラ
フ
は全
生
趨
に
対
ず
る輸
出
の

396
6

割
合
を
、輸
出
開
始
の
年
代
順
にあ
ら

わ
し
たも
の
で
あ
る
。

志望教胃のORコ ース

 

実
力
主
義
に
徹
す
る

'
社
員
が
最
大
の
財
産

1
BM
の
特
色
は
、
《側
人
尊
重
》

の
雲

に徹
し
て
い
る
こ
とで
あ
る
。

会
社
の成
長
は
、
ナ
ベ
て社
員
各
人

の
向
上
に求
め
ら
れ
る
。
鐸社
員
各
人

の
成
長な
く
し
て
、
企
業
の発
展
は
な

い
o
と
い
うの
が
根
本
方
針
であ
る
。

各
人
にそ
の
創
造
力
を
存
分に
発
揮

し
て
も
ら
うと
と
も
に
、
能力
に
応
じ

て
責
任
と報
酬
、
昇
進
の
機会
を
与
え

る
と
い
う
実力
主
義
を
と
っ
て
いる
。

意
欲
あ
る碧
人
に
と
って
、日
本
ア
イ
・

ピ
ー
・
エム
は
最
も
魅
力
ある
職
場
と

い
え
よ
う
。

I
B
M
では
、
個
人
尊
重
の上
に
立

つ
《
就
藁保
証
》
の
糟
神
が
、会
社
創

立
以
来
の不
動
の
方
針
と
して
継
承
さ

れ
て
い
る
。

ナ
ぐれ
た
托
員
を
採
用
し、
そ
の
各

人
に
最高
の
活
躍
を
し
ても
ら
う
た
め

そ
れ
に
ふさ
わ
し
い
環
境
を
つく
D
、

同
時
に
、そ
の
社
員
の
生
酒を
保
障
ナ

る
よ
う全
力
凄
注
ぐ
o

ま
た
、社
員
が
た
κ
ず
自
己啓
発
に

よ
っ
て自
己
の
向
上
虐
は
か
るこ
と
が

で
き
るよ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
制度
、
機

会
を
与
えて
い
る
。

教
育
・人
事
管
理
・福
利
厚生
な
ど

の
諸
制度
が
、
ナ
ベ
て
個
人
と会
社
の

成
長
を
目標
と
し
て
完
備
さ
れ
、実
施

さ
れ
て
いる
の
が
、
日
本
ア
イ
・ピ
ー
・

エ
ム
の特
艮
で
あ
る
。

〈
特
色
あ
る
教
育
制
度
〉

各
種
セ
ール
ス
、
S
E
、
C
E
、プ

ロ
グ
ラ
マ
ーな
ど
高
度
の
技術
的
問
題

を
取
D扱
い、
直
接
顧
客
と接
する
職

種
の
吐員
は、
入
社
後
ナ
ぐ
にI
B
M

の
ス
ク
ー
ルで
畏
期
に
わ
た
る基
礎
教

青
を受
け
る
。
こ
れ
は
、
生
摩部
門
そ

の
他
に
つい
て
も
岡
様
で
あ
る
。

質
・量
と
も
最
鏡
の
サ
ー
ビ
スを
提

竃●
田
中
秀
暁

広
い
視
野
を
も
て

昭
和35
年
入
社

大
学
院
理
学部
牢
宙
物
理
研
究
卒

大阪
當
業
所
第
二
営
繋
シ
ス
テ
ム第
「課

ア
ド
バ
イ
ザリ
ー
・シ
ス
テ
ム
ズ
・エ
ンジ
ニア
(係
長
待
遇
)

将
裏
性
が
あ
り
、
待
遇も
よ
く
、
そ

の上
、
専
攻
で
あ
る
物
理
・数
学
を
生

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
で満
足
の
い

く
仕
事
が
で
き
そ
う
な
会社
で
あ
る
こ

とに
魅
力
を
感
じ
て
入社
し
ま
し
た
。

雰
囲
気
が
明
る
く
、活
気
に
あ
ふ
れ

伸
び
の
び
と
自
分
の
能力
を
発
揮
で
き

る
職
場
が
待
っ
て
い
る
よう
に
思
λ
π

の
も
、
入剃
動
機
の
一つ
で
す
。

現
在
シ
ス
テム
ズ
・エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
、
顧客
で
あ
る
企
業
に
最
も
適
合

し
た
電
子計
算
組
織
の
体
系
を
設計
し

そ
の
体
系
に応
じ
た
問
題
処
理
の
手法

を
考
え
出
ナこ
と
を
仕
亭
と
し
て
お
り

ま
す
。
ナ
なわ
ち
、
企
業
全
般
に
わ
た

る
コ
ン
サ
ルタ
ン
ト
的
役
割
を
果
た
ナ

わ
け
で
ナ
。
コ
ン
ピ
ュ
ータ
業
界
も
、

今
後
さ
ら
に
発
展
ナ
るで
あ
ろ
う
し
、
ネ

日
本
ア
イ
・ピ
ー
●
エム
は
、
あ
ら
ゆ

る
面に
抜
き
ん
出
て
いる
の
で
、殉将
来

も
循
固
た
る
地
位
を占
め
統
け
る
と
思

っ
てい
ま
す
。
私
は
、こ
う
い
う
時
代

の最
先
端
で
仕
事
を
して
い
る
こ
と
に

やり
甲
斐
を
感
じ
て
いま
す
。

当
社
に
は
、
〈
個人
の
尊
重
V
と
い

う経
営
理
念
が
あ
D
ます
が
、
こ
れ
は

個
人
の
意
志
・能
力
を
でき
る
だ
け
伸

ば
そ
う
と
す
る
も
の
で
、非
常
に
よ
い

点
だ
と
思
い
ま
す
。
住宅
資
金
融
資
な

ど
非
常
に
き
め
細
か
い計
画
が
あ
P
、

そ
の
他
の
祖
利
・厚
生
面で
も
立
派
な

も
の
が
数
多
く
あ
り
まナ
。
教
育
に
対

し
て
は非
常
に
積
極
的
で
、
海外
留
マ

制度
・志
畷
茜
教
育
制
展
、
教
育費
補

助計
画な
ど
が
あ
り
、
そ
の
気
にな
れ

ば
肖
O酵
発
の
途
は
ふ
ん
だ
ん
に
あり

ま
す
。待
遇
も
業
界
の
ト
ノ
ブ
水4
に

あ蠕
腹
裟

で、む

い
こ
とが
や
れ
る
会
社
と
い
え
ま
す。

こ
れか
ら
当
社
に
応
募
さ
れ
る
諸滋

は
、
広
い国
際
的
視
野
を
も
っ
て
ほし

い
と
思
いま
す
。
自
分
の
能
力
を最
大

限
に
発揮
し
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る

人
は
、
どん
ど
ん
来
て
ほ
し
い
。

学
閥
や門
閥
な
ど
も
な
い
の
で
、
窄力

が
あ
恥
ぱ
どル
ど
ん
伸
び
る
こ
と
の
で

き
る
会社
でず
。

供
†
るサ
ーピ
ス
マン
塗養
成
す
る
。

こ
れ
が
I
BM
の
教
脊
方
針
であ
ρ
、

ト
レ
ー
ニ
ング
。プ
ラ
ン
で
ある
。

ま
た
、粟
務
と
直
接
関係
のな
い
自

己
向
上
のた
め
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

用
意
さ荊
てい
る
o

I
BM
で
は
、
勉
強
家
は
どん
ど
ん

伸
び
て行
く
。
圓
々
の
生
活
が
勉
強
で

あ
シ
、ト
レ
ー
ニン
グ
で
あ
る
と
い
う

意
識
があ
る
か
ら
だ
。
I
B
M
と
進
歩

と
は
同義
諾
な
の
で
あ
る
。

●
日本
ア
イ
・ピ
ー
。エ
ム
海
外
留
学

制度

杜
員
の
臼
己
啓
発
と
国
際
的
視

野
の拡
大
を
は
か
り
、
そ
の
成
果
虐
会

牡
の発
優
に
生
か
ナ
こ
とが
目
的
。
潤

2
年以
卜
莇
続
の
独
身祉
員
で
あ
れ
壊

だ
れで
も
申
し
込
め
る
。

留学
先
は
米
国
の
大学
院
、
期
聞
は

2
年
以内
。
学
費
、研
究
畳
、斗
活
費
と

留
学期
聞
中
の
給
与
が支
給
さ
れ
る
o

●
志望
看
教
脅
前
度
毎
年
春
・夏
・

秋
の
、季
に
志
望
者
に
た
い
し
て
、
I

B
M機
械
組
纈
と
製
最
、外
国
曲
、
実

務
・教
養
・理
工
学
な
ど
の各
分
野
の
薦

座
が開
か
れ
、
無
料
で参
加
で
き
る
。

世界
各
国
の
I
B
M
で行
な
わ
れ
て

い
る教
育
計
画
の
ひ
と
つで
、
社
員
の

半
数
以上
が
こ
の
制
度
によ
って
自
己

啓
発
に努
め
て
い
る
。

●
教
青畳
補
助
計
国
社
貴
が
勤
務
時

間
以外
に批
外
の
教
育機
閲
で
、
現
在

の
職務
や将
来
の
発
展
に役
立
つ教
育

を
受
け
ると
き
、
必
要
な教
育
費
の
75

%
を
会
社が
擾
助
ナ
る
も
の
。大
学

畜
校
、
公認
の
技
術
関
係
の学
校
、
タ

イ
ビ
スト
学
校
、
英
会
結学
院
な
ど
に

つ
い
て
ナベ
て
遼
用
さ
れ
る
。

●
そ
の他

週
信
教
育
、申
竪
社
蝕
教

育
、
創案
制
度
、
自
己
向
上
のた
め
の

カ
ウ
ン
セリ
ン
ダ
、
表彰
制
度
ほ
か
特

徴
あ
るプ
ログ
ラ
ム
が
数多
く
あ
る
。

こ
れら
自
己
啓
発
の
ため
の
多
彩
な

プ
ロ
グラ
ム
の
根
底
に
あ
るの
は
、
I

B
M
のモ
ヲト響
の
ひ
と
つ
β↓
=

一乞
宍
4
闘
考
え
る
、
であ
る
。
不

断
の準
備
と
努
力
に
よ
っ
て、
正
し
い

内
響
のあ
る
"思
嵩
"
塗行
な
う
。
こ

こ
から
個
人
の
向
上
と会
牡
の
成
長
が

も
たら
蕊

る
の
で
あ
る。

たゆ
み
な
い
前
進
を
つづ
け
る
τ
B

M
の盗
が
こ
こ
に
あ
る
。

〈
充
実
し
た
福
利
厚
生
〉

社
員
炉
職
場
で
そ
の突
力
を
存
分
に

覚揮
で
8
る
よ
う
、
そ
の董
硬
と
な
る

社員
生
活
・家
庭
生
活の
充
炎
に
、
日

本
アイ
・ピ
ー
・エ
ム
は鋭
愈
努
力
し

て
いる
。

社
員
と
塞
妖の
た
めの
積
極
的
な
健

康智
理
、
社
内
の
レ
クリ
エー
シ
冒ン

う

活動
b
完
備
し
た
堕
昭設
、
保
養
所
、

災害
に対
ナ
る
保
障な
ど、
万
全
の
注

意
が払
わ
れ
て
い
る
。社
員
の
給
与
も

わ
が国
企
巣
中
ト
ンプ
クラ
ス
o

I
BM
は
つね
に
社員
の
生
活
を
高

い
水蟷
に保
つよ
う
努
め
てい
る
。

㎜

I
BH
の
償
条
の
な
か
で最
も
大

川
き
なも
の
は
、
「↓
工

H
Z
開
」

㎜
と
い
うこ
と
で
あ
る
。

㎜

畠

畳

宍
と
い
う
琵
が

㎜
I
B
M
の
モ

ゥ
ト
ー
と
な

っ
た
の
は

川
決
し
て
晦
日
や
介
日
の
こ
と
で
は
な

㎜

い
。
I
B
M
の
創
y
搾
故
ト

ー

㎜

マ
ス

゜
J

ラ

ト
ソ
ン
は
・
あ

㎜
る
セ

ー
ル
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

漏

出
て
い
た
。
集
ま
っ
た
セ
ー
ル

㎜㎜

ス
マ
ン
た
准

器

乙
駁
、
勝

川
丁
な
こ
と
ぱ
か
り
.凶
っ
て
い
て

㎜
ど
う
も
講
諭
が
ま
と
ま
ら
な
か

㎜

つ
こ
。

リ

ノ

　

㎜

ワ
ト
ソ
ン
に
は
議
諭
が

つ
ね

て
、
燃
っ
て
大
き
な
ギ
で
、
日
了

属

l
H
ー
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エム株式会社

来 春大学 を 卒業 され る方 へ
●採用予定人員 文科系、理工系、各着干名
●遇勧 法 竃記1凶験(適牲継 莫晒喉文).面接。身体検査
●賦験日時・場所および応募についての詳細信主任教授あるい
は就職口当郁・課●係へお鳳 喰わせください.
応i郎力法
① 昭鶉42年3月大学卒禦見込または大学院修了見込の者
② 又科系(主 として経・経営・薗・法尋衷)および理工系
以上の資格の外に当社所定の遍性検査(肇紀試験科目の一つと
して喫摘)に おqいて一定水準に遷することが条件とされます。

遇侍

「週38時聞勤務の事桑所 週回0時間勘務の事業所
初任給 3カ月後 棚王給 3カ月後
33.000円 舜35.200内 34,goo円 37,000円

30.qoO円 32σ000円 3書鐸700円 33.600円

 

歴学

大学院卒
大学卒

 

●ピー

 

●日本 アイ

●賞 与 年2回(6月 畦2月》交給◎遍去5年聞の実績は
年聞本給の8カ月
勤務暗間 、
本社・営業所■その他の融業所;週38時間(土曜半日の6日制)
工場および一部の事業所;週4α隠聞(土 ・日羅儀日の5日制)

会 社 概要
創 立 昭和12年6月17日
資 本 金190億 円
社 員数3,900名
事業内容 圏18M鷲 子計燃 穿孔カー 附 算処遭鐙織の

製遣・輪出λ・販憂ならびに賃貸
圏電子式タイプ計算機、磁気元鰹会計機の翰入・販
売。賃貸ならびに電勘タイプライタ門の翰入・販亮

■18酬 カードの製造.販施
■サービス●ピ昌一ロー〈デ軸タセンター〉におけ
る餐託計算樂務

本 社 東京都予代田}区激田訂鴛馴→4
営業所・出彊所

関東地区一札樵 仙台、日立、東票第一㌧梁票錆二、
粟窟第三、横浜、静岡、新潟
関西地区一名古屋、富山騒大阪b神 戸、高松、広島、
北九州、福岡、憂崎

機械 製 造工 場 東京
カー ド製造工場 東京、大阪
サービス・ビ昌一ロー 東京、名古屋、大阪
データセンター 東京
教育センター 聚京、名古屋、大阪

τ

IBM本 社:東 京都千代田区永田町1-14TEL580-0311人 事部人事課
関西地区営業部:大 阪市南区順慶町通2-451BMビ ルTEL271-5871(代)
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継 認勤 瞬癬 鷹

コンパ、ご宴会に、気軽に御利
用下さい。 ミ大将軍、自慢の味
と値段で学生諸君のおいでをお
待ちしています。

和食・洋食・中華料理

火將軍
京都駅前タワービル西TEL(37)8090

大富店 ロース焼肉・冷麺・申融料珊

四条大冨阪急前TEし(84)9162
◇両店共、お座敷料・サービス料は一切不翼です

ナる兼松

 

し躍進を続
明 治22年 、 日本 が文 明開化 の時代 を迎 え、や っ と憲法 がで き

た年、蓑松 は オース トラリア と、羊毛 を中心 に 日豪貿易 を は

じめて いま した。90パ ーセ ン ト近 くが、外 人の手 に握 られて
いた当時 の 日本 の貿易 を考 え ると き、 創始者 た ちの旺盛 なパ

イオニ ア精 神 は、高 く評価 され ねば な りませ ん. る以 来
77年 、南北 ア メリカ、 南 アフ リカ、 ヨーロ ッパ に在 外支

店 を開設 、商圏 を次 第 にひろ げ、昭和 に入 って か らは 、厨内

取 引業務 も開始 し、取 扱商 品 も繊 維部 門以外 に食糧 、化 成品
木 材、石油 、建 設、機 械 、金属 、皮 革、電 子機 器.雑 貨 とふ

え、い まで は非繊維 部門 が64パ ーセ ン トを越 える、多角 的 な

総合 商社 に発展 しま した。

国 内17、 海 外40の 支店 、事 務所 を結ぶ 営業所網 が世 界 をおお
い2,350名 余 の社 員 が活躍 しで 居 ります.

世 界の市場 に雄 飛 を志 す 、著 い フ ァイ トに満 ち たフ レッシ ュ
マ ン を、兼 松 は求 めてい ます.

蒙松記念事業

穰謹麺璽響曝覇謹 翻嚥疑蟷 識
騨唱弐学懸栓配念講営 神戸六学兼組記念鱈{●ぬ喬曜讐頓究醜》 ▽ドニ7麟院娠松隆学朝究所

《〉兼松株 式会社
創 業1卵9年(明 治22年)

本 部及び 大阪支 社 大 阪市東区南久太郎町4丁 目2"5(大 和ビル)

棄 京 支 社 東京都千代田区丸の内1了 目6練 京海上ビ傭 館)

内 地 主 裏 店 神 戸 ・名 古 屋 ・札 幌 ・福 岡.・福 井

取搬窟'ノ華毛・雛穂・臓繕含餓。盒縦。化虚贔・索材.石油・鷺鮫・櫨櫨・重属・痩革ρ電子●■幽雑貨
鶉ク5糞虞ノ呂ユ●ヨ輌ク.サンパウロ●ブエノス7イレス●シドニー●ロンドン・ハンブルグ■デ昌7セル

ドル7・バンコク。マニ,・ホンコン・倉匙・その億各地に28虞
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璽
馨
鶉
聾

松田道雄著
私の幼児教育

文
部
省
に
よ
る

敦
育
統
制
が
響

し
つ
つ
あ
る
現
在

の
よ
う
な
時
点
に

お
い
て
勲

幼
児

教
青
な
ど
と
い
う

も
のは
そ
ん
な
も

の
と
は
無
関
係な
地
平
に
存
在
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
幼児
の主
体
行
勤
と
は
心

心理学的問題の合理性

ナーキーな幼児教育論

 

ア

理髪
鯉同題
と
し
て
か
た
ずけ
ら
れ
そ

うだ
し
へ
そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
ら
の
教
育

論理
と
し
て
フラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
が麟

を
き
かせ
、
幼
児
教
育
蹟
が
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の不
可
慢
禰
聖
地
箒
で
あ
る
か
の

よう
にみ
え
る
の
だ
ろ
う
.
心
理
掌
的

問
題
を手
段
と
し
て
判
断
力
の
要
素
を

養
う
と
いう
のが
幼
児
教
育
の
本
質
命

厘
な
のだ
と
し
た
ら
、
幼
児
期
か
ら
成

人
期
へ
と
いう
運
続
的
見
方
の
上
で
は

プ
ラ
ク
マ
テ
ィズ
ム
が
拾
頭
す
る
の
は

当
然
だ
と
思
われ
る
.
脱
脂
粉
乳蘭
題

や
部
落問
題
で小
学
生
自
身
が
反
対
還

動
に
加わ
る
のは
当
然
で
あ
る
と
い
う

見
万
が
存在
す
ると
し
て
も
あ
ま
り
に

イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュな
見
方
と
し
て
し

か
納
得
しえ
な
い
よ
うな
気
が
す
る
。

状
況
内
部
に
あ
る
主
体
が状
況
を
超
え

る
と
い
う
入
類
的
課
題
の題
材
と
し
て

一幼
児
教
育
を
み
る
な
ん
ぞと
いう
大
見

一得
は
さ
け
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
が
、

「非
合
理
性
に
対
す
る
社
会
的対
処
の

教
育
」
と
い
った
よ
う
な
衷
現
を松
田

道
雄
が
使
った
場
合
に
も
、
ほ
とん
ど

一元
的
〃思
想
性
"
な
ん
ぞ
と
い
った

も
の
の
ワ
ク
外
に
あ
る
幼
児
教
育
は、

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
興
味
は
そ
そ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
なん
ぞ
が

彼
の
〃前
進
的
ー
遡
行
的
方
法
"
(、「

方
法
の
問
題
」
)
の
中
で
フ
ロ
ー
ベ
ー

ル
の
問
題
を
持
ち
出
し
て
く
る
場合
に

も
、
そ
こ
に
あ
る
手
掛
り
は
右
のよ
う

な
も
の
と
同
断
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
か
な
り
以
前
から
新
聞

紙
上
で
幼
児
教
育
の
コ
ラ
ム
を
速
載し

た
り
勤
レて
い
る
松
田
道
雄
が
ア
ナ
ー

キ
キ
ズ
ム
研
究
家
で
あ
る
こ
と
に理
由

付
け
は
求
め
な
い
が
、
幼
児
教
青
の闘

題
自
身
が
多
分
に
ア
ナ
ー
ヰ
ーな
の
で

あ
ろ
う
.

同
書
は
関
西
保
育
問
題
研
究
会
謂座

な
ど
六
三年
中
に
行
港
っ
た薔
者
の
謂

演
八
本
を
ま
と
め
た
も
の
。
「家
庭保

青
と
桑
団
保
青
」
「ル
ソ
ー
と
今
日
の

幼
児
教
胃
」
な
ど
か
ら
な
る
。
家
庭教

曹
ど
保
青
所
教
青
を
分
薩
し
つ
つ
、
こ

の
二つ
が
お
か
れ
る
社
会
状
況
の
中
で

親
お
よ
び
保
母
な
ど
が
幼
児
の
心
理
学

的
反
応
を
ど
の
よ
う
に
導
い
て
ゆ
く
べ

き
か
が
語
ら
れ
て
い
る
。
あ
と
が
き
で

述
べら
れ
て
い
る
よ
う
に
幼
児
の
「し

つけ
」
は
家
庭
だ
け
で
は
で
き
な
い
と

い
う蕾
者
の自
験
に
よ
って
保
育
園
の

集
団教
育
に
関
す
る
内
容
が
多
い
。
目

的
が
し
ぼら
れて
い
る
た
め
、
簿
者
が

度
、々
政
治
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
無

縁
、
社
会状
況
の政
治
性
を
い
う
場
合

に
も
ζ
れ
ら
に関
す
る
論
理
は
明
確
に

整理
さ
nて
い
な
い
。

第
W章
の題
が
「幼
児
に
と
って
躾

と
は
釘
か
」
とな
って
い
て
苦
笑
し

た
。
け
だ
し
「言題
」
と
同
次
元
に
お

か
れ
て
も
少
しも
お
か
し
な
こ
と
で
は

な
い
(岩
波
新
書

二
一七
頁

一七

〇
円
)
(J
)

体
験
的
な
演
技
解
釈

　
千田是也著
演劇入門

劇
を
科
学
す
る
老
大
家

古
来
数
多
く
の
演

劇
書
は
書
か
れ
てき

た
。
し
か
し
剥
の楽

し
み
を
科
学
的
に把

え
る
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
困
難
な
作
業
で
、
と
も
す
れ
ば
そ

の時
代
の
思
想
や
又
学
運
動
の
演
劇
へ

の滴
覇
で
あ
った
り
、
年
老
い
て
身
体

の動
か
な
く
な
った
俳
優
が
「あ
た
し

やこ
う
ゆ
う
ふ
う
に
演
じ
て
客
に
ウ
ケ

て
き
た
。
」
と
い
う
自
己
弁
解じ
み
た

も
の、
あ
る
い
は
趣
味
の
域
を
出
ぬ
も

ので
あ
る
こ
と
が
多
い
。
よ
し
ん
は
演

劇
の
痛
点
を
抑
え
る
よ
う
な
本
があ
っ

た
と
し
て
も
、
時
代
に
ふ
り
廻さ
れ
、

次
の
時
代
に
は
古
く
な
り
人
生論
と
し

て
の
価
値
し
か
な
く
な
う
て
しま
う
.

「世
阿
弥
に
し
ろ
近
松
に
し
ろ「
こ
の

本
に
採
り
上
げ
ら
れた
ア
リ
スト
テレ

・ス
か
ら
ブ
レ
ヒ
ト
に
至
る
作
品群
も
同

じ
還
命
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
ぬ
よう
だ
.

こ
れ
は
劇
が
、
あ
ま
り
に
も
実人
生
に

密
着
レ
た
も
の
ま
ね
芸
術
で
ある
と
い

う
性
格
に
由
来
し
、
子
供
が
大
人
の真

似
を
し
つつ
成
人
し
て
い
く
因果
律
に

も
似
て
、
劇
自
身
が
そ
の
社
会
と
時代

に
巧
妙
に
か
ら
ま
っ
て
劇
の
役
割
り
を

果
た
し
て
き
て
い
る
結
果
で
も
ある
.

こ
の
演
劇
科
学
の
分
野
へ
俳
優
・演
出

で
の経
験
豊
冨
な
千
田
氏
が
、
自
身
の

体
験
に
基
き
、
演
劇
愛
好
家
や
演
剥
人

のた
め
に
わ
か
り
や
す
い
案
内
書
と
し

て書
き
下
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
実

践
家
と理
論
家
の
二
道
を
兼
ね
る
こ
の

果
敢
さ
には
敬
意
を
は
ら
う
け
れ
ど
、

内
容は
単
な
る
入
門
書
の
限
界
を
出

ず、
ま
た劇
に
興
味
を
持
た
せ
る
よ
う

な
現
代
劇解
釈
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

は
残
念
だ
っ
た.

ま
ず
「演
劇
のか
た
ち
」
の
項
で

は
、
み
ぷ
り
と
こと
ぽ
、
場
面
の
三
要

素
で分
析
さ
れ
る
。
次
の
項
の
「演
劇

の仕
組
み
」
で
は
同
様
に
劇
を
構
成
す

る各
要
素
に
対
し
て
の
説
明
が
あ
る
.

醤
者
独
自
の
面
と
し
て
は
、
や
は
り
「

俳
優
の仕
事
」
の
項
で
あ
り
、
い
か
に

演
技と
いう
も
の
が
細
心
大
胆
複
雑
単

純
な
ど
の矛
盾
を
合
わ
せ
も
った
も
の

かと
いう
こ
と
が
語
ら
れ
、
演
技
の
科

学が
な
さ
れ
る
。
代
理
、
形
成
、
表
示

と
いう
型
で、
演
技
を
示
し
殊
に
表
示

に現
代
劇
の
演
技
の
可
能
性
を
見
る
こ

と
は
、
劇
に
時
代
改
革
の
意
昧
を
附
加

す
る
蓄
者
に
と
って
、
代
理
・形
成
な

ど
の俳
優
の
役
に
対
す
る
受
動
性
を
能

動
的
に
変
革
す
る
点
で
も
っと
も
な
こ

と
で
あ
る
。
ζ
れ
に
つ
づ
く
「台
本
の

働
き
」
の
項
で
は
、
単
に
劇
が
過
去
の

も
や
も
や
を
捨
て
去
る
と
い
う
カ
タ
ル

シ
ス
の
対
象
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
観

る
者
の
観
劇
後
で
の
行
為
に
力
強
く
働

き
か
け
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と

し
、
そ
の
た
め
に
は
観
る
看
に
時
代
を

社
会
を
憲
餓
さ
せ
る
た
め
に
叙
事
詩
的

で
か
つ
作
者
も
演
出
者
も
俳
優
で
さ
え

も
目分
の
立
場
や
主
張
を
述
べ
、
観
客

も
目由
に
口
出
し
で
き
る
よ
う
な
「開

いた
芝
居
」
を
理
憩
と
す
る
考
え
が
語

ら
れ
る
.
最
後
の
「見
物
の
働
き
」
の

頂
では
、
舞
台
の
世
界
と
見
物
の
世
界

が、
分
裂
を
前
擾
と
し
な
が
ら
、
と
き

には
こ
の分
裂
を
強
調
し
さ
え
し
な
が

ら
、
高
い次
元
で
の
統
一を
は
か
ろ
う

と
する
よ
う
な
舞
台
創
造
、
言
って
み

れ
は過
去
の演
劇
に
見
ち
れ
る
舞
台
か

ら
の
「方通
行
で
は
な
く
て
、
観
客
が

積
極
的に
演
劇
参
加
で
き
る
そ
の
よ
う

な
演
劇
の世
界
が夢
見
ち
れ
る
の
で
あ

る
.と

も
か
く
日
本新
剥
界
の大
御
所
の

自
信
と
熱
情
に
溢
る
る
語り
ロに
圧
圏

さ
れ
る
の
だ
が
、
現
代
剥
の
一方
の旗

頭
で
あ
る
ア
ン
チ
テ
ア
ト
ル
が
}笑
に

ふ
さ
れ
た
り
する
の
を
読
む
と
、偏
見

を
感
じ
ぬ
わ
け
に
は
い
か
ぬ
し
、ブ
レ

ヒ
ト
理
論
の
喧
伝
に
は
抵
抗
を感
じ
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
「俳
優
の
仕
事
」
に
見
ら
0

る
説
明
に
は
、
実
際
家
と
し
て
の
著
者

の
面
目
が
躍
如
と
し
、
い
ろ
い
ろ
教
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
理
性
的

存
在
であ
る
俳
優
の
演
技
工
夫
が
わ
れ

わ
れ
が
思
う以
上
の
汗
と
才
能
の
結
晶

で
あ
る
のを
知
り
演
技
を
見
る
楽
し
み

が
増
す
の
を
感じ
る
で
あ
ろ
う
新
劇
愛

驚
家
は
是
非読
ま
れ
る
べき
だ
。
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実
は
、
僕
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
例
の
市
川
箆

縣
督
の
「東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
も
兇
て
い
な
い
し
、

オ
リ
ンピ
ック
開
催
中
に
テ
レ
ビ
も
全
然
見
て
い
な

い
。け
れ
ど
も
、
あ
の
頃
は
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
に
関
心
を

持
っ
こ
と
が
旦
不国
民
総
て
の
義
務
で
あ
る
か
の
よ
う

に
無
理
矢
理
に、
目
や
耳を
通
じ
て
、
競
技
の
結
果
だ

け
は
知
ら
さ
れ
て
しま
った
.

全
く
こ
の
映
画
も
押し
つ

け
が
ま
し
い
.
「世
紀
」
的

な
「感
動
」
で
も
し
な
けれ

ば
人
間
で
な
い
よ
う
な
扱
い

だ
。
題
名
が
ま
た
ふ
る
っ
て

業
は
、
観
客
の
皆
様
が
あ
の
頃
の
こ
と
を
追体
験
し
て

御
随
意
に
、
と
い
う
算
段
ら
し
い
。
こ
れ
で
は
、萄
し

く
も
芸
術
を
名
乗
る
映
画
で
は
な
い
。
パ
ン
フ
レ
ソ
ト

に
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
と
、
盗
ん
に
、
例
の
「東
京
オ
リ
ン

ピ
ック
」
に
気
兼
ね
を
使
って
い
る
。
日
く
・〃こ
の
映

画は
東
京
オ
リ
ン
ビ
ソク
映
圃
協
会
製
作
、
市
川
嵐
総

監
督、
記
録ノ
幽
「東
京
オ
リ
X
ピ
ッ
ク
」
を
中
心
に

国
策
電
気
紙
芝
居

い
る
で
は
な
い
か
。
流
行語
にな
る
か
も
し
れ
な
い
.

こ
れ
を
見
て
「感
動
」す
る
こ
とは
自
明
で
あ
る
ら
し

い
。
ま
ず
「感
動
」
せ
よ、
と
い
っ
てお
い
て
、
そ
の

中
身
に
ま
で
は
賀
任
を
持た
な
へ
。
戸芽
.p曽里う
5
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し

か

っ
た

」
と

追

体

験

の
場

編
集さ
れ
たも
の
であ
る
"
〃
∴
貫
し
て
全
部
を
純

粋
な
心
で直
接
に見
な
け
れ
は
(オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
の
理

想
「世
界は
一つ」
を
理
解
)
出
来
な
い
は
ず
で
あ
る

・
"7
イ
レ
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,
諌

鞭

隅

、
灘.鷲砺

、

し
い
判
断
の
賞
料
に
供
し
た
い
濯
〃市
川
嵐
総
監
督
の

「東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
比
較
し
な
い
で
頂
き
た

い。
二
つは
そ
れ
ぞ
れ
製
作
意
図
が
遵
う
の
で
ある
4

等

。々
そ
U
て
、
「公
平
に
正
確
に
・・作
り
あ
げ
た
の
が
こ

の国
策
電
気
紙
芝
居
な
の
だ
。
三
流
エ
ロ
映
画
の
よ
う

に
麟
惑
さ
せ
る
魑
名
で
引
き
つ
け
、
「ナ
ー
ンだ
」
と

思
わ
せ
る
が
オ
チ
な
のだ
.た
だ

随
所
に
出
て
く
る
オ
ー
バ
ーな
日

本
堪
手
の
と
り
あ
つ
か
い
、
ま
た

あ
る
時
は
〃
一き
わ
高
い
"
声
で

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
「
一き
わ
高
い

拍
手
のう
ちに
」
日
本
選
手
が
登
場
し
て
来
た
こ
と
を

告
げ
る
の
であ
る
。

「正
確
に
、
公
平
に
」
時
間
を
追
って
、
フ
ィ
ル
ム

を
編
集
し
た
の
が
こ
の
紙
之居
だ
。
中
に
流
れ
が
な

い。
「感
動
」
の
盛
り
上
り
も
ま
る
で
な
い
(こ
れ
は

僕
個
人
の
印
象
で
は
な
い
。
試
写
会
に
何
と
欠
伸
の
多

か
った
こ
と
か
)
。
一コ
マ
一コ
マ
、
一競
技
つ
つ
が

申
途
半
端
に
描
か
れ
て
い
る
紙
芝
居
を
気
怠
そ
う
に
め

く
る
の
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
感
じ
に
ピ
ソ
タ
リ
だ
。
た

ま
に
期
待
を
も
つ
気
持
ち
に
な
る
の
は
、
丁
度
、
寄
席

に
い
って
、
贔
屓
の
ー
亭
1

が
毎
度
お
馴
染
み
の
馬

鹿
話
を
雰
囲
気
で
も
う
一度
笑
って
や
ろ
う
、
そ
ん
な

類
の
期
待
だ
と
思
え
ば
良
い
。

芸
術
か
記
録
か
、
と
騒
が
れ
て
、
で
は
一つ
正
確
な

「記
録
」
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
規
胆
ら
し
い
が
、

お
世
辞
に
も
「記
録
砂
圓
」
と
は
い
え
な
い
。
観
客
は

総
へて
競
技
の
経
過
、
結
果
に
は
勲
知
し
て
い
る
。
そ

れ
を
ま
た
総
花
的
に
並
べ
る
だ
け
と
は
能
が
な
い
。
更

に
日
本
選
手
の
活
避
に
属
勤
」
せ
よ
と
書
わ
れ
た
っ

て
、
少
し
時
間
が
た
ち
す
ぎ
て
、
観
客
は
そ
れ
こ
そ

「公
平
に
」
な
って
い
る
の
だ
.
償
ら
の
蔓
求
す
る
の

は
迫
体
験
の
場
所
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
系
統
だ

った
、
生
春
た
競
技
者
、
人
聞
を
摘
く
こ
と
に
ある
。

は
し
な
く
も
一番
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
に
写
っ
て
い
た
の
は

天
皇だ
った
。
ぎ
ご
ち
な
い
動
作
に
観
客
は
爆
笑
し

た
。彼
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
者
の
一人
と
し

て
僕ら
には
見
え
た
。

初
め
の仰

し々
い
聖
火
診

ー
の
パ
ン
ア
ジ
ア
ニ
ズ

ム
も
酷く
目
障
り
だ
った
。
も
し
、
僕
ら
が
こ
の
映
画

を
見
て少
し
で
も
「感
動
」
す
る
所
が
あ
る
な
ら
、
騙

され
ては
いけ
な
い
、
そ
れ
は
こ
の
映
画
に
「感
動
」

す
る
の
では
な
く
、
例
の
あ
の
頃
の
自
分
に
「感
動
」

し
て
い
るに
過
ぎ
な
い
。
よ
く
言
って
こ
の
映
圓
は
そ

の
追
体験
の場
ぐ
ら
い
は
あ
た
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

(カラ
ー、
二
時
間
三
十
五
分
)
(普
)
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酬榊

套

に
点
荻
さ
れ
る
。
創
価
学
会に
関
し
て

は
、
い
ま
や
「少
年
期
か
ら
成人
期
に

入
り
」
「深
刻
化
し
つ
つ
あ
る内
な
る

諸
矛
盾
を
外
か
ら
の請
攻
撃
か
ら身
を

護
り
」
「大
々
的
な
体
質
改
蓄
・方
向

転
換
が
」
行
わ
れ
て
い
る
とし
て、
そ

れ
を
「日
本
の
反
民
族
菟命
党
たる
日

本
共
産
覚
」
「非
昆
族
的
要
素
を内
包

す
る
現
状
維
持
克
た
る
自
由
民
主
見
」

と
一線
を
圓
し
、
「日
本
民
族
主
義路

線
」
への
可
能
性
を
強
め
つ
つ
あ
る
と

称
揚
し
て
い
る
。
(竿
)

癖
今
月
号
に
お
い
て

自
主
刊
行
五
〇
号

(第
一期
の
思
想

の
科
学
から
数
え

る
と
一三
Q
眉)

を
記
録
し
た
こ
の

雑
酷
が
、
そ
の
記
念
号
に
お
い
て
マ
ル

ク
ス
主
義
特
集
を
展
闘
し
て
いる
こと

は
、
こ
の
雑
誌
の
発
行
母
体
であ
った

「思
想
の
科
学
研
究会
」
が長
年
研
究

し
て
き
た
テ
ー
マ
が
マ
ルク
ス主
義
で

あ
った
ζ
と
を
思
う
とき
この
特
集
テ

ー
マ
の
必
然
性
を
感
じる
の
であ
る
。

こ
の
た
び
の
特
集は
、
マル
ク
ス
主
義

に
お
け
る
万
法
論
をそ
の第
一義
的
問

題
と
し
て
い
る
の
であ
る
が
、
世
聞
に

「方
法
鵬邑
な
るも
の
の問
題
が
沸
騰

し
て
い
る
現時
点
に
非常
に
タ
イ
ム
リ

ー
な
問
題
提
起
で
ある
と
いえ
る
であ

ろ
う
。
そ
の中
で、
中
村
秀
吉
氏
の

「方
法
と
し
て
の
マ
ルク
ス
主
義
」
1

そ
の
埋
論
上
の
難
点と
未
来
の
可
能
性

ー
と
題
す
る
論
文
は、
そ
の
明
快
な
論

理
と
そ
の
分
析
の
明
快
さ
に
お
い
て

読
に
値
す
る
も
の
であ
ろ
う
。
現
在
の

マ
ル
ク
ス
主
轟
に
対し
て間
わ
れ
てい

る
幾
多
の
問
題
点
を
分析
整
理
さ
れ
た

点
に
関
し
ては
少
な
か
ら
ず
共
感
す
る

も
の
で
ある
。
(新
し
い
問
題
提
示
が

な
さ
れ
な
か
っ
たと
こ
ろ
に
少

の々
も

の
た
り
な
さは
あ
る
が
)
し
か
し
氏

が
、
マ
ル
ク
ス
の価
値
法
則
を
例
と
し

て
指
摘
す
る
マ
ル
クス
主
義
に
お
け
る

法
則
」
の
概
念の
問
題
、
そ
し
て
エン

ゲ
ル
ス
・レ
ー
ニ
ンの
言
葉
の
中
に
把

握
さ
れ
た
認
隙
齢的
唯
物
論
の
間
題
点

を
、
明
恢
な
論理
で我

の々
前
に
提
示

さ
れ
る
と
き
、世
の
マル
ク
ス
主
義
者

は
、
そ
の間
題
提
起
に
対
し
て、
現
在

の
よ
う
な
優柔
不
断
な
態
度
を
続
け
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろう
.

〃し
か
し
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の唯
物
甜

の
多
く
の
鯖
点
は
現
代
の
哲学
的
批
判

に
耐
え
得
る
も
の
で
は
な
いし
、
ま
た

マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
宗
教
.・哲
学
・科

学
の
相
互
関
係
の
理
解
は
安
易
であ

る
。
'
と
い
う
氏
の
指
摘
は
、現
代
マ

ル
ク
ス
主
義
に
と
っ
アほ
一度
は
省
り

み
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
1
要な
間

題
で
あ
ろ
う
.
だ
が
氏
の
指
摘
がレ
ー

ニ
ン
・エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
け
る閻
題
に

止
ま
り
マ
ル
ク
ス
に
及
ぱ
な
か
っ
たの

は
、
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
が
マ
ルク
ス

、1川閥illlll川川61川川lll川1"・川Ill闘ul川 …川1911酬 川 隔"・川川1}柵 川181…鱒闘1量IIII川llr"・川1川i川 鵬II・・川 叫時9111髄lll…川ol川1111伽 。

 

の
弟
子
達
に
よ
っ
て
〃創
造
"
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
亜
流
の
マ
ル
ク
ス
主
義

で
あ
る
と
認
臓
す
る
氏
の
マ
ル
ク
ス
感

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
マ
ル
ク
ス

に
帰
れ
と
い
う
氏
の
提
唱
は
、
ス
タ
ー

リ
ニ
ズ
ム
、
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
/
そ
の
他

の
請
派
が
乱
立
す
る
現
代
の
マ
ル
ク
ス

主
義
内
郡
の
正
統
派
争
い
を
み
る
と

き
、
何
か
そ
の
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
奇
員

な
順
じ
を
ぼ
く
に
与
え
る
の
で
あ
る
.

(M
)

璽
園
團
豊

駄

新

入

生

は

認

一
九
九
四
人

昭
和
四
十
年
度
卒
業式
は去
る
三月

二
十
五
日
午
前
十
時
から
教養
体
實
鱈

で
行
な
わ
れ
、
千
三百
一人
が
新学
士

と
し
て
卒
集
し
た
。
ま
た
大
学
院
の博

士
、
修
士
課
程
修
了
者丹
噂ど
三百
二十

六
人
も
卒
業
し
た
。
北
大
は
こ
れ
で
三

万
五
千
二
百
七
人
の
卒
葉
生
を
出
し
た

こ
と
に
な
る
。

ま
た
四
十
一年
入
学
式
は
四
月十
一

日
に
行
な
わ
れ
、
千
九
百
六
十
四
人
が

北
大
生
と
な
り
、
ま
た
大
学
院
修
士、

博
士
課
程
、
特
設
専
攻
科
入
学
者
、
計

五
百
六
十
人
も
式
に
列
席
し
た
。
ま
た

北
大
の
入
学
者
数
か
ら
い
う
と
、
東
大

京
大
に
次
い
で
全
国
国
立
大
学
の
中
で

は
第
三番
目
に
入
学
者
数
が
多
い
(北

大
新
閲
四
月
十
日
号
か
ら
)

態 い
た
学
科
改
編
問
題
が
五
月
中
に結
着

が
つき
そ
う
な
見
通
し
で
あ
る
と
い

う
。東

大
教
育
学
部
に
は
現
在
五
学
科
八

コー
ス
が
般
量
さ
れ
て
い
る
が
、
これ

を
、
教
層
「
学
校
、
敦
胃
行
政
の
三
学

科
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
う
て
三
頻
に

大
別
レ
よう
と
す
る
も
の
.
学
部
出周

では
昨
年
来
か
ら
今
年
初
め
に
か
け
て

大
体
の
方
針
を
決
定
し
て
い
た
が
、
こ

わ
に
対
し
て
、
学
生
側
が
、
学
生
の
意

見
も
反
映
さ
せ
、
民
主
的
に
や
る
べ
き

だ
と
い
う
主
張
を
し
て
、
概
論
的
な
講

義
が
多
く

授
業
選
択
の
自
由
が
な
く

り
教
師
に
も
な
り
に
く
く
な
る
な
ど
の

理
由
で
反
対
し
た
、
教
授
会
内
部
で
も

統
一し
た
見
解
が
な
か
った
が
、
し
か

し
学
生
側
の
意
見
も
取
り
い
れ
ら
れ
て

内
容が
改
菩
さ
れ
、
積
極
的
な
反
対
が

少
な
いた
め
早
け
れ
ば
五
月
初
旬
の
教

授
会
で
も
決
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

(東
大
新
聞
五
百
一=
号
か
ら
)

大
自
饗

監
杏貫

関

の

不
明

露
呈

自
治会
活
動
で
の
、
会
計
問
題
な
ど

が
最近
話
題
に
な
った
こ
と
が
あ
っ
た

が、
関
西
大
学
で
も
、
昨
年
春
季
学
生

大
会
か
ら
ま
だ
尾
を
ひ
い
て
問
題
と
な

っ
て
いる
。

さ
る
三月
二
十
四
日
、
学
友
会
本
部

で
バ
ー
ト
会
議
が
七
時
頃
よ
り
開
側
さ

れ
、
財
政
策
に
つ
い
て
の
議
題
の
中
で

昨
年
の審
季
学
生
大
会
で
決
定
し
た
と

す
る
と
こ
ろ
の
監
套
委
員
五
人
の
う
ち

二人
の
者
が
ま
ま
た
く
不
明
な
ユ
ー
レ

イ
掌
生
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

うた
.
学
友
会
執
代
部
は
こ
の
二
人
は

欠
員
と
し
て
取
扱
い
、
繍
充
レ
な
い
で

三人
で委
員
会
を
構
成
す
る
と
い
っ
て

いる
。
ま
た
春
季
学
生
天
会
に
つ
い
て

も
、
議
事
採
決
の
際
の
人
数
や
探
決
に

っ
い
ても
、
有
効
や
無
効
か
で
、
問
題

と
な
っ
て
いる
。

関
西
大
では
、
学
園
祭
を
終
え
て
、

三
ケ月
以
上
も
た
って
い
る
が
、
現
在

未だ
に
決
算
も
で
き
得
な
い
状
況
だ

と
いう
。
(関
西
大
堂
新
報
四
月
十
五

日号
か
ら
)

大

総
長

、
全
理
事

早

が

辞

表
提

出

四月
二十
三日
過
ぎ
、
早
天大
浜
総

長は
校友
会
館
で
阿
部
賢
一評
議
員
会

会
長と
会
い辞
表
を
提
出
肉
ま
た
理
事

監
召も
全員
転
任
を
決
め
四
月
二
十
四

日
、
臨
時理
事
会
で
辞
表
を
と
り
ま
と

め
て
一括
し
て総
長
に
提
出
し
た
。

早大
闘争
は
こ
の
辞
任
問
題
で
一つ

の
転機
に
さ
し
か
か
った
と
す
る
見
汚

が
強
い。
(早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
四
月

二十
五
日
号か
ら
)
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